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「米 書 だよ リ」 発 行 によせ て 

お よ そ 現在の 情勢の 下に は 孤立 した 文化 という もの はあり 得ません。 固と 囯 との 間に 文 
化の 交流が おこなわれ、 お 互に 新たな 発見と 検討 をす る ことが、 さらに 新しい 文化 を 創造 

し、 全人 類が 共通の EJ 的に 向って 進む 基礎 をつ くる ものです。 翻訳と いう 事業が 外国 文化 
の 紹介、 吸収に 杲 している 役割の 大きな こと は 言う まで もありません。 そして 日本 は 世界 
で 有数な 翻訳の 盛んな 国であります。 しかしながら、 いずれの 国に も ありがちな こと は、 
翻訳 は ある 分野で は 非常に 活撥 であ り ながら 別の 分 野で は微々 と している 場合が あ り ま 
す。 ある 時には、 ただ 著名な 作家の 手に なった という だけの 理由で、 実は さほど 重要で な 
い 書物が 無批判に 翻訳され、 紹介され る こと もあります。 また、 たまたま 過去に おいて そ 
の 名前が 一般の 人々 に 知られて いなかった ために、 偉大な 著述家が 外国で 看過され て 来た 
事実 もあります。 

日本に おける 米 書の 翻訳 状況 を 見る と 、 なるほど 重要な 著書が 数多 く 翻訳され てお り ま 
すが、 それの み を もって 米国 文化の 全貌が 紹介され ている とはいえない と 者 えられます。 
日本と 米国と は 世界の 平和の ために 手 をと り 合って 進まなくて はな り ません。 そのために 
こそお 互の 文化に 対する 深い 理解と 同情が 必要で あ り ます。 

「米 書 だよ り」 は 以上 述べた 観点から、 日本の 出版業者、 書店の みならず、 著述家、 批評 
家、 学者で 海外の 出版 動向に ついて 関心 をいだ く 方々 に、 米国で 発行され た 書物のう ち、 
とくに 文芸、 社会科学の 分野に おいて 是非 知づ ていた だきたい 書物 を、 米国の 代表的な 出 
版 関係 刊行物、 書評 誌より 選択して その 内容 を 紹介すべく 編集され ております。 月に 一回 
発行し、 無料で 配布し ます。 

この ささやかな 冊子が 機縁に なって 米国の 良書が さらに 多く 日本に 紹介され るよ う にな 
れば しあわせであります。 そして、 本誌に 対する 御 批評、 御意 見 をお よせ 下されば 改善の 
参考に いたします。 


* 本誌に 紹介す る 図書 は 必ずしも 米国 政府の 見解 あるいは 方針 を 反映す る ものではありません。 

本誌の 配布 は 一切 無料です。 本誌の 誌代 や 購読 申込みの 手数料な ど を 
徴収す る こと は、 だれに も 許されて ぉリ ません。 


ン- 尺-統領の 霊に 敬, なを 表す る 


一大 統領 


Let  us  have  faith  that  right  makes  might,  and  in  that  faith, 
let  us,  to  the  end,  dare  to  do  our  duty  as  we  understand  it. 

一 Abraham  Lincoln ― 
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Carl  Sandburg    ABRAHAM  LINCOLN 

力— ル • サン ド バーグ 著 エイブラハム • リンカーン （仮題） 

N.  Y.,  Har court,  Brace.  1954.  762  pp.  $7.50 

詩人 カール • サン ドバ一 グはリ ン カーンが その 生涯の 大半 を 過した ィ リ 
ノィ 州に 少年 時代 を 送った。 彼 は リンカーンと 同様に 貧しく 生い立ち、 幼な 
い 頃から すでに 生活の 苦しみ を 身近に 体験して いた。 学校教育の 機会に 恵ま 

...^ れぬ ままに 彼 もまた 大自然 を師 として、 みずからの 人生 経験 か 
お '^^t ら 大地に 深く 根差した 智恵を 学びと つた。 心に 悩み を 抱いて 故 

郷の大 草原に 立った リ ン カーンの 姿は果 しない 大 草原の 空 を 見 

f'^l 上げる サンド バーグ 自身の 姿に そのまま 通じる ものであった。 

^W^^,) サン ド バーグが この 同郷の リ ン カーンに 不思議な 愛着 をお ぽ 
卜"、'' え、 長い 年月 を 費して リンカーンの 伝記 を 書き上げた 情熱 は 決 

して 理解し 難い もので はない。 合衆国 第 16 代 大統領の 栄誉 を 勝ち得た リ ン 
カーン は いわゆる 幸運児ではなかった。 強い 意志 を 持ち、 激しい 人類愛に 燃 
えながら も 人間的 弱さに 苦しむ ことが 多かった リ ン カーンに サン ド バーグ を 
始め 数多くの 作家が、 歴史家が、 学者が 人間的 共感 を 感じ、 その 伝記 を 書く 
ことに 大きな 熱意 を 示して 来たので ある。 

30 余 年 を かけて 2 巻から なる The  Prairie  Years を 書き上げた サン ド 
バーグ は 約 10 年の 間を置いて 今度 は 4 巻から なる The  War  Years を 書き 
上げた。 The  Prairie  Years はィ リノ ィ 州の 田舍 における リ ンカ一 ンの青 
年 時代 を 中心に 独学で 法律 を 学び 立法 院に 進出す る 辺りまで を 扱って いる。 
次の The  War  Years は 合衆国が 分裂の 危機に 直面した 南北戦争 を 中心に 
大統領の 重職に あって 曰 夜 心労す る リ ン カーンの ヮ シン ト ン での 生活 を 描き 
出して いる。 この 全 6 春から なる サン ド バーグの 力作 はリ ン カーンの 伝記の 
中で 特に 高く 評価され、 一般 読者 はもち ろん、 作家 や 学者に も 大きな 感銘 を 
与えた。 しかし その後 さらに 新しい 伝記が 書かれ、 未発表の 書簡 や 覚書が 発 
表された の を 機会に サ ン ド バーグ は 6 巻の 本髄を 1 - 巻に まとめる と 同時に 新 
しく 発見され た 事実 を 加えて、 ここに 紹介す る まさに リ ン カーンの 伝記 決定 
版 ともいうべ きもの を 世に出し たので ある。 


この 本 は 762 ページ、 69 章から なる 大冊で ある 力 S 終始一貫 無駄な く 
まとめられ ており、 著者 サンド バーグの 細かい 心づ かいが うかがわれて、 さ 
すがに 詩人の 筆に 成る ものと いった 感慨 を 抱かせる。 サン ド バーグの ねらい 
は 一人の 過去に 生きた 人間 を 過去の ものと して 描き出す ので はなく、 リ ンカ 
― ンが 生きた その ま ま の 生涯 を 再現す る ことで あり、 読者の 一人々 々 にあた 
か も その 時代に 生 きている かの ように 感じさせる こと であった。 おそらく 何 
人 も サンド バーグ 以上に 深く リ ン カーンの 内面の 世界に 入って 行く こと は 出 
来なかった であろ う。 

リ ン カーンと 同郷に 育った 著者 は 生存 中の リ ン カーン を 記憶して いる 人 
びと と 交わりが あった。 彼 はまた アメリカ 各地 を 旅行し、 リンカーンと 親交 
のあった 人び との 血縁の もの を 探して 歩いた。 リ ン カーンに 閧 する 重要な 記 
録は 言う まで もな く、 残されて いる あらゆる 資料の 調査に 長い 年月 日 を 費し 
た 彼 は 同時に その 頃の 人び とが 暗誦して いた 民謡 や 詩 を 始め 諺、 服装、 娯楽 
に 至る まで 綿密に 研究した。 つま り リ ン カーンの 人間 を 形成した 当時の 生活 
様式の すべて を 探求し、 詩人の 想像力 を 通して その 時代 を 再び よみがえらせ 
よ う と 努めた ので ある。 

この 伝記 は 第一章 " Wilderness  Beginnings " に 始まる。 ニュー' ィ 
ン グランドの タエ— 力— 教徒の 血を引く リ ン カーン 一族 はやが て 西部に 移住 
し、 ケンタ ッ キー 州に 落着 く  。 1809 年 2 月 12 日、 開拓者の 粗末な 丸木 小屋 
に トマス • リンカ一 ン、 ナンシー' ハンクス を 父母と して 本書の 主人公 エイ 
ブラ ハムが 誕生す る。 彼 は 早くから 肉親の 死 を 経験した。 母親と、 弟と 姉が 
相つ いで 歿した ので ある。 このため か 彼 は その 生涯 を 通じて 心の奥に 死の 影 
を 秘めて いたよ う である。 彼の 最初の 恋人と いわれる アン 'ラト レツ ジも彼 
に 見守られて 若レ 、生涯 を閉 じている。 彼と アンとの 関係に は 後に 彼が 結婚す 
る メアリ— • トツ ド に対する 彼の 態度と 同様 一種の 女性 恐怖症と でも 呼ぶ ベ 
きものが 見られる。 だが この 反面 ニュー • セィ ラム 時代の 青年 リ ン カーン は 
6 尺 4 寸の 長身で、 巨体の レスラー を 投げとば したり、 ウイスキーの 大樽を 
床から 持ち上げた まま 樽 口から 飲んで 賭けに 勝ったり している。 ィ リ ノ ィ州 
では 彼 は 小さな 店に 働いたり、 郵便局の 仕事 をしたり、 測量 師と なったり、 
安定し ない 生活 を 送って いたが、 独学で 法律 を 勉強し、 やがて 立法 院議 員に 
当選した。 彼の 運命 はこの 時す でに 決って いたと いえよう。 しかし 彼の 歩い 
た 道 は 決して 安易な ものではなかった。 何回 かの 失敗 も あれば 敗北 も あった 
ので ある。 サンド バーグ は、 リンカーンが まだ 30 歳に もなら ぬ 頃から' old 
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man' と 呼ばれて いたと 書いて いる。 深いし わ を 刻んだ 彼の 顔と 人一倍 長身 
で瘦 せた 休に は、 雨に たたかれ 風に 吹き荒ら されながら も 屈する ことのな か 
つた 槲の 古木と いった 風情が あつたと いう。 彼に 始めて 会う 人 は、 ちょうど 
このよ うな 古木に 対して 感ずるな つかし さに も 似た 気持と、 同時に 畏敬の 念 
を 抱いた ので ある。 

リ ン カーン は自 分に は 大統領の 重職に つ く 資格が ない と 再三 辞 退して い 
るが、 一度 共和党 選出 候補者の 正式 指名 を 受ける と、 勇気と 自信 を もって 相 
手に 対してい る。 奴隸 問題が 一段と 険悪な 様子 を 示した 頃で あり、 リ ンカ— 
ンの 演説 も、 つねに この 点に 集中して いた。 創造主の 下にあって はすべ ての 
人間 は 平等で あると いう 信条 は、 リ ン カーンが しばしば 用いた 'Family  of 
Man 'という 言葉に 象徴され ていた。 1861 年、 合衆国 第 16 代の 大統領に 就任 
した リンカ— ンを 待って いたの は、 建国 以来 最大の 危機であった。 彼の 顔 は 
ますます 深いし わ を 刻み、 憂い を 拭い 去る ことので きぬ 日が 多くな つていた。 
サン ド バーグが 引用して いる 詩人 ホイ ッ ト マンの 言葉 は 当時の リ ン カーンの 
姿 を ほうふつ とさせる。 リ ン カーンの 表情に は 国家的 憂慮 だけで はなく 一個 
の 人間と しての 内面的 苦悩が 現われて いたよ うで ある。 だが 一面 リ ン カーン 
はホ ワイ ト 'ハウス 始 つて 以来の ュ一モ リ ス 卜で もあった。 その 頃の 「ァメ リ 
力 笑話 本」 の 中には 'Mr.  Lincoln's  latest  jokes ' というの が 入って レ、 た。 
また 彼 は 自分が 「自然の 子供た ち」 と 呼んで いた 素朴な 大衆の 自然の 智恵を 
尊敬し、 夢 知らせの ような ことまで 信じて いた。 不思議な ことに 彼は喑 殺さ 
れる 数日 前、 殺された 自分の 遺骸が ホ ワイ ト • ハウスに 安置され ている 夢 を 
見た ので ある。 

確かに 彼 は 理性 家と いう よ り はむしろ 感情家であった といえる。 だが 彼 
の 強い 人類愛 はついに 奴隸 解放の 偉業 を 成し遂げ、 ひと り 黒人の 問題と して 
のみならず 人間の 自由の 問題と して 広く 世界に 影響 を 与えた ので ある。 この 
伝記の 読者 は リンカ 一 ンに 人間的 愛着 を おぼえる と 同時に 人間 を 超えた 偉大 
さに 打 たれる であろ う。 . サン ド バーグが 引用す る ト ルス トイ はこ う 言って い 
る。 「リンカーン こそ 唯一の 真の 巨人で ある... 縮図に 描いた キリスト 的存 
在で ある」 と。 だが リンカーンの 友人 はこう 語って いる。 「わたし はお 棺に 
納められた 彼 を 見た。 人間が 稀に しか 担う こと を 求められな いよ うな 重荷 を 
下ろした 彼の 顔 は 完全な 満足と 休息の 表情 を 示して いた。 一人の 疲れ果てた 
男が 突然に 解放され た 時の 表情であった」 と。 彼の 遺体 は 故郷 スプリング フ 
ィ— ルドに 運ばれ、 数え 切れぬ 人び とが 涙の 中に 見送った。 詩人 サンド バ— 


グ はこう 結んで いる。 

And  the  night  camo  with  great  quiet. 
And  there  was  rest. 

The  prairie  years,  the  war  years,  were  over. 

(一般） 

Paul  M.  Angle,  ed  :    CREATED  EQUAL  ？ 
The  Complete  Lincoln-Douglas  Debates  of  1858 

ボール. アングル 編 人間 は 平等 か？ 

1858 年の リンカーン 対 ダグラスの 討論 （仮題） 
Chicago,  111.,  The  University  of  Chicago  Press.  1958.  422pp.  $7.50 

1820 年ァメ リ 力 合衆国が 仏領 ルイ ジ アナ を 買 取った 際に 締結され た 有 
名な ミ ズリ —協定 は、 ァメ リ 力に おける 奴隸 問題 を、 最終的に 解決した 協約 
であると も-;^ えられて いた。 この 協定 は、 アメリカ を、 北緯 36 度 30 分 を 境 
とする 線で 南北に 二分し、 この 線の 以北に 位置す る 州 はすべ てこれ を 解放 州、 
また 以南の 諸 州 を もって 奴隸 州と する 旨 を 宣言した ものである。 しかし、 こ 
の 後、 米西戦争 における 勝利が、 アメリカに 広大な 新 fth を もたらし、 大睦 
横断 鉄道の 敷設が、 沿線 諸 地域の 発達 をうな がすと、 これら 新開地に 州政府 
を 樹立す る 要求が 高まって きた。 そして ここに 再燃した の 力';、 これら を 解放 
州 とする 力、 奴隸州 とする かの 争いで あつたので ある。 

以上の よ う な 情勢の 下、 イリノイ 州 選出の 民主党 上院議員 ス ティ ― ヴン 
• ダグラス は キャン ザス および ネブラスカ 州の 成立 を 認める に 際し、 次の よ 
うな 提案 を 行った。 すなわち、 これら 二つの 州に おいて 奴隸 制度 を 許可す る 
か 否か は、 その 地域の 住民の 意思に よって 決定 させようと いうので ある。 彼 
は、 これ を 人民 主権の 法理と 名付けた。 ここで 問題と なる の は、 キヤ ンザス お 
よび ネブラスカの 二 州が、 ミ ズ リ —協定の いわゆる 36 度 30 分の 線よ り 北 寄 
りに 位置し、 したがって、 ダグラスの 主張 を 認める こと は、 ミズ リー 協定 を 
破棄す るに 等しい 効果 を 持つ ことになる という 事実で ある。 今日、 この ダグ 
ラスの 提案 は、 数年 後に 迫った 大統領選挙 を ひかえ、 南部の 民主党 支持者に 
ァ ピールす る ためにな された ものであると 説明され ている。  ， 

このよう な 提案 は、 もとよ り 北部の 保守党の 好む ところではなかった。 
彼ら は、 キャン ザス 'ネブラスカ 法の 成立に よって、 ミズ リ— 協定 成立 以来、 


— 5  — 


まが りなり にも 保 たれて きた、 北部と 南部との 均衡が 破られる こ と を 恐れた 
ので ある。 保守党の なかの 急進派 （= 奴隸制 廃止 論者） は、 直ちに 共和党 を 
結成して、 この 法案 をめ ぐる 動きに 対し、 反対の 狼堙を かかげた のであった。 

し 力、 し、 彼らの 反対運動 も、 1856 年の 大統領選 拳で は、 十分の 成果 を 収める 
ことが 出来なかった。 共和党 は 相当の 票数 を 得ながら も、 保守党 不干渉 派 支 
持 を 得る ことが 出来なかった ために、 民主党の 代表者 パッ ハ マンの 前に 破れ 
去った ので ある。 けれども われわれ はこの 選 拳に おいて、 奴隸 問題が 争点と 
して とりあげられ たこと 力';、 国民の この 問題に 対する 関心 を よびおこし、 そ 
して これが、 1860 年の 大統領選 拳に おいて、 エイブラハム. リンカーン を 当 
選 させ、 さら に 南北戦争への 糸 口 を 切り開く 原因と なった こと を 忘れて はな 
ら ないで あろう。 

民主党の パ ッ ハ マンの 大統領 就任 後間 もな く  、 合衆国 最高裁判所 は、 ド 
レツ ド* スコッ ト 事件に おいて、 黒人 は、 法律上 合衆国の 市民と なる 権利 を 
持たず、 また、 36 度 30 分 以北の 各 州が、 奴隸 制度 を 排除す る こと を 規定し 
た ミ ズ リ —協定 は、 違憲で あ り 、 無効で あ る むね を 判決した。 こ の 判決 は、 
北部 奴隸 廃止 論者の 主張 を 真正面 か ら 否定した もの に 他な ら ない。 こ の 期に 
お よ び、 リンカ— ンは、 共和党 員 として、 イリノイ 州から 連邦 上院議員 選挙 
に 立候補し、 民主党の 雄、 ダグラスと 一戦 を 交える こと を 決意した。 そして 
この 二人 は、 三 力 月の 選挙運動 期間 を 通じ、 五 回に わたって 重要な 演説 を 行 
い、 また 七 回に わたり 公開討論会 を 開催して、 イリノイ 州 民の 奴隸 問題に 閧 
する 意見 を 問うた ので ある。 

1858 年 6 月 16 曰、 リンカ一 ンは、 スプリング フィールド において、 ま 
ず 有名な 「国家 分裂」 "House  Divided" スピーチ を 行い、 ダグラスに 挑戦 
した。 リンカ— ンは 「国民 は 一体で あらねば ならぬ というのに、 なぜ 政府 は 
国内の 一部に おいて 奴 隸制を 認め、 他に おいて これ を 否定し よ う とする の 
か？ これ こそ ァ メリ 力 を 分裂に 導く ダグラスら 民主党 為政者の 共同謀議 であ 
る。」 と 主張した ので ある。 これに 対し、 ダグラス は、 7 月 9 日 シカゴに お 
いて これに 答え、 「 ド レツ ド 'スコ ッ ト 事件の 判決 は、 人民 主権の 法理と 矛 
盾す る もので はなく、 また リンカーンの 主張 は、 南 •■I 匕 戦争の 可能性 を 支持す 
る ものである。」 と 反, 駁 した。 この 後、 シカゴお よび スプリング フィールド 
において 反駁、 再 反駁 をく り 返した 二人 は、 以後、 まだ 足 をのば した このと 
のない 七つの 選挙区に おいて、 公開討論会 を 持つ ことに 同意した ので ある。 

オタワで 開かれた、 第一 回 討論に おいて、 ダグラス は、 人民 主権に 両足 
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を ふまえ、 「リンカ— ン は、：！ 匕 部と 南部との 対立 を 助長し、 かつ 黒人と 白人 
と を 人種的に 平等に 取り扱う ものである」 とする 当初の 主張 をく り 返した。 
これに 対し リンカーン は 「民主党に よる 共同謀議 説」 を 強調し、 かつ 黒人と 
白人との 基本的 平等 を 主張した ので ある。 この 討論に、 あまりに も 多くの 力 
を 使い はたした リンカーン は、 これが 終了した とき、 人の 手 を 借りなくて は 
演壇 を 降り る ことが 出来なかった とさえ いわれて いる。 

第二 回の 討論 は、 フリーポートで 行われた。 ここで リンカーンの 提示し 
た 問題に 対する 答 は、 ダグラス をして、 非常に 苦しい 立場に 追い込ん だので 
ある。 「法律上 合衆国 領域 テリトリーの 住民 は、 その 領域が 合衆国の 州の 一 
つに 編入され る 以前にお いて、 現在の 合衆国 人民の 意思に 反し、 その 領域 か 
ら奴隸 制度 を 排除す る こと を 得る ものであろう か？」 ダグラスの 人民 主権の 
法理に よれば この 問 は、 肯定に 解す るより 他 はない。 しかし、 キャン ザス' 
ネブラスカな ど の 特殊な 場合 を 除いて、 一般的な 事例に ついて こ れを 認め る 
こと は、 彼の 南部 出身 支持者が 許す と は 考えられないの である。 そして この 
こと は、 1860 年の 大統領選 拳に 出馬 を 意図 している ダグラスの 立場 を 著しく 
困難な ものにする こと が 予想 された ので ある。 

この 後、 討論 は、 ジョン ズボ 口一、 チヤ一 ルス トン、 ゲイル ズ バーグ、 
クインシー、 アル トンと 五 回に わたり 続けられた。 これら はいずれ も、 時と 
場所と を 変えた とはいう ものの、 二人の 論じた ところ は、 オタワお よび フリ 
—ボ— ト 討論の 再述 であり また 再 反駁で あつたに 止まった ので ある。 

以上の 演説と 討論 を 通じて、 ダグラス は、 いわゆる 人民 主権の 法理 を 主 
張す る ことにより、 彼が 非常に 実際的な 政治家で ある こと を 立証した。 この 
ため、 理想と 信念と に 燃える リンカーン も、 その 選挙戦の 後期に おいて は、 
当初の 彼の 強い 主張に、 多少な り と も 変更 を 加えねば ならなかった ので ある。 

第一に、 奴隸制 廃止 問題が ある。 当初 リンカ— ンは、 「国家 分裂」 ス ピ 
ーチ において、 全国的な 奴隸制 廃止 を 主張した。 しかし、 この 主張 は、 ダグ 
ラ ス の 南;! 匕 対立 を 助長す る ものである とする 反駁の 前に 次第に 緩和 され、 つ 
いに は 「この 主張 は、 すでに 奴隸 制度が 存在して いる 南部 諸 州に 対して は 適 
用な く、 単に 36 度 30 分 以北の 新開地に 対しての み 適用 さるべき もので あ 
る。」 という 形で 修正され るに 至った。 

第二に、 リンカーン 力、;、 はじめ アメリカ 独立宣言 を 引く ことにより、 黒 
人と 白人との 平等 を 主張した ことに ついては 前述した。 し 力、 し、 第 四 回の チ 
ャ —ルス トン 討論に おいて 彼 は、 この 主張が、 黒人の 社会的、 政治的 平等 を 


意味す るので はない こと を 明らかにした。 「白人と 黒人との 間に は 顕著な 身 
体 的 栢異が 存在し、 それが 故に、 この 二つの 人種 を 社会的、 政治的な 素質 か 
ら みて 同じに 生活させる こと はでき ない。 この 観点から するならば、 白人 は 
黒人に して 優越して いると いえる かもしれ ない。」 しかし、 奴隸 制度 を 容認す 
る こと は、 「道徳的、 社会的 ま た 政治的 悪」 である こと に は 違いない。 

リンカーン は、 クインシー において、 さらに 黒人 問題に 言及して 次の よ 
うに 述べて いる。 「共和党 は、 たとえ 社会悪と はいえ、 現存の 奴隸 州の 秩序 
に 干渉す る 意志 はない。 われわれ は 単に この 悪が、 国内に おいて、 これ 以上 
拡がる こと を 防止す るの みで ある。」 換言すれば、 ダグラスとの 討論の 後期に 
おける リンカーンの 主張 は、 次第に 修正され、 単に、 ド レツ ド' スコッ ト事 
件 以来の 反動的な 動きが、 これ 以上 拡がる こと を 防ぐ ことに その 主眼 を 置い 
ていたと も 言う ことが 出来よ う。 

選 拳の 結果 は、 ダグラスの 勝利に 終った。 しかし これ とても、 選挙人の 
票数に おいて 有利な 立場 を 保ち 得た にす ぎぬ ので ある。 これ を 一般投票の 数 
について みるならば、 リ ン カーンの ほう がかえ つて まさって いたと 伝えられ 
ている。 それ 故 この 選 拳 は、 いずれに とっても 完全な 勝利と 呼ばれる こと は 
困難であろう'。 さらに、 これ を アメリカ 史の 観点から みるならば、 イリノイ 
の 無名 政治家 リ ン カーン は、 この 選挙 を 通じて 一躍 全米に その 名 を とどろか 
す 機会 を 得た ので あり、 ダグラス は 人民 主権の 法理 を 擁護す る ことによ り 南 
部 有権者の 支持 を 失って しまったの である。 したがって、 後者が、 上院 当選 
のために 払った 代価 は、 前者の それに 比べて あま りに も 大きかった とはいえ 
ないで あろ う か。 

リンカ一 ン • ダグラス 討論の 完全な 記録 は、 さきに、 1908 年、 スパーク 
スの 編集に よって、 イリノイ 州 歴史 図書館から 出版され た。 ここに 紹介し 
た、 ポール • アングルの 手になる 討論 集の 出版 は、 ァメ リ 力 史上 二度目の 権 
威 ある 出版と もい えよう。 アングル は、 かって エイブラハム' リンカーン 協 
会の 幹事 を 務め、 現在 は、 ， シカ ゴ 歴史 協会の 評議員の 一人で あるが、 1958 年、 
リンカ— ン 生誕 百 五十 年 を 記念 して、 本書 を 編集 出版 した。 

なお 本書に は、 30 ページにおよぶ 歴史的 背景の 解説お よび、 多くの 有用 
な 註釈が 添えて ある。 （教養） 


Bruce  Catton  ：    THIS  HALLOWED  GROUND 

ブルース • キャッ トン 著 連邦 軍が わから 見た 南北戦争 （仮題） 
N.Y.,  Doubleday.  1956.  437  pp.  $5.95 

南北戦争の 模様 を 描いた 三部作の 最後の ー卷 A  Stillness  at  Appo- 
mattox に 1954 年度の ピュ リツ ァ— 賞 CM 史 部門） と 全米 著作 賞 （非 小説 
部門） の 二つが あたえられ ると、 その 著者 キヤ ッ トン は 一躍 C ん 
有名に なり、 多くの 先輩 を だしぬいて 南北戦争 史の 権威に ま H 
つりあげられて しまった。 キヤ./ トン は その後 アメリカ 史を |~ 
中心とする 雑誌 American  Heritage の 編集者に むかえら 
れる という 躍進ぶ り を 示し、 著述の ほう も、 この 本に みられ &ぁ 
るよう に、 ますます 盛んに 精進 をつ づけて いる。 目下、 五 年後に 出版の 予定 
となって いる 龙大な 南北戦争 史の 準備に 着手して いると 伝えられる。 

この This  Hallowed  Ground の 一巻 も 南北戦争 史 である。 副題 "The 
Story  of  the  Union  Side  of  the  Civil  War" が 明示して いると おり、 
これ は 北 軍が わ を 主にした 歴史で あるが、 南部が わの こと も 十分 取扱 われて 
いる。 

キヤ ッ トンの 作品 を 作品と 呼ぶ の はすこし 不当 かもしれ ない が、 彼が 人 
気 を 集めた の は、 その 叙述が 文学的に すぐれてい るからで ある。 史実と いう 
ものと 文学 性が、 彼の 作品に おいて は 完全に 融合して おり、 全体の 構成、 緩 
急の 節度、 表現の 的確 性 といった もの を 批評家 は 口を揃えて 絶讃して いる あ 
りさまで ある。 その 筆法の 特徴の 一つ は、 戦争と いう もの を さまざまな 距離 
から 眺めよ う とすると ころに ある。 例 を あげる と 北部 出身の 一 兵卒に なりき 
つて、 進軍 や 後退 や 戦闘の 場面 を、 体験談の ように 物語って ゆく。 将兵の 服 
装、 食事、 彼らの 日記、 頓 にいた るまで こまごまと 書き記され ている。 

つ ぎに 作戦が 論 じられ、 戦略が 論 じられ ると いう 叙述の 方法が とられて 
いる。 はじめは 渾沌と した 戦場の 描写であった のが、 いつの 間に やら 戦争 全 
体の 経過へ と 発展し、 戦争の 原因の ひとつひとつが 解明され て ゆく。 リンカ 
一 ン の奴隸 解放 布告 と 南北戦争の 性格 と の 関係に っレ 、 て 深味の ある 解釈 を 見 
せる キャット ンの 叙述のう まさ も、 大した ものである。 また 構成が 多少 劇的 
になって はいる ものの、 派手な 大西洋 沿岸 添いの 戦闘よりも、 ミシシ 、/ピー 
流域の 平原 作戦 を 重視したり、 グラント、 シャーマン、 リ 一といった 人た ち 
の 頭脳 や 人柄な ども、 しっかりした 史実に もとず いて 書かれて いて、 この 本 
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が 史書と して 申し分のない もの だとい う こと を 示して いる。 

著者 キ ャ ッ ト ンは 1899 年 ミ シ ガン 州に 生れた。 第一次世界大戦 中、 
オーバ リ ン 大学 を 退学して 海軍に 入った。 戦後 はながらく 新聞記者 生活 をお 
く つたが、 1942 年 以来 は 官吏 をつ と める かたわ ら 、 南北戦争の 勉強 を は じめ、 
1952 年 以後 は 著述に 専念して いる。 （一般） —— 第47 号， I957 年2 月 一一 

Stefan  Lorant  ：    THE  LIFE  OF  ABRAHAM  LINCOLN 

ス ティ ファン. 口一 ラント 著 リンカーン 伝 C 仮題） 

N.Y.,  The  New  American  Library.  A  Signet  Key  Book,  1955.  256  pp.  50 も 

リ ン カーンの 伝記 は 数多い。 そして その 一つ一つが 書いた 人の 個性に よ 
つて 彩られて いる。 もちろん リンカ— ンは 歴史上の 人物で、 それ も、 比較的 
近い 時代に 公的 生涯 を 送った 政治家で ある 以上、 伝記 を 書く ための 資料に は 
事欠かな いわけで ある。 したがって、 何人の 伝記 作家が 彼の 伝記 を 書かう と 
も、 歴史的 事実 を はなれた 空想的な 物語 を 書く こと は 許されな いはず である。 
沢山 ある 伝記の 個性と は、 各 作家の 事実に 対する 態度、 つまり 解釈の 仕方の 
相違で ある。 これによ つて、 各 作家の 画き 出す リンカーンの 人間像が 異 つて 
来る ので ある。 作者の 中には、 世間の 通説 を そのまま 写して いる 人 も あるし、 
また、 主人公 を あまりに 理想化して、 神格化した 概念 を 造り. 上げて しまう 人 
も ある。 ステ イス アン' 口  — ラント は、 伝説 的な 要素 を"^ 拭い 去って、 広 
く 集めた 豊富な 資料の 巧みな モンタージュ によって リ ン カーン を 一人の 血の 
通った 人間と して、 読者の 前に 登場させる。 

リンカーンの 父から 筆 を 起し、 一般に、 落着きの ない 下らない 人間と さ 
れ ている 大工であった この 人が、 実際 は、 立派に 土地 も 所有し、 一応の 人物 
だった としてい る。 1814 年度の ある 税関 係の 記録に よれば、 彼 は、 98 人の 
財産 調べの リ ストの 中で 15 番目の 位置 を 占めて いたと いう。 すべて この 調 
子で 著者 は リ ン カーの 本当の 姿 を 捉えよ う と している ので ある。 

リ ン カーンの 青年時代の 生活に ついても 著者 は 伝説 的に 信じられ ている 
エピソードに、 史実に 基く 新しい 光 を 投げ かける。 たとえば、 恋愛に ついて 
も、 アン. ラトレッジが 意中の人であった というの が 通説で あつたが、 彼女 
の 急死 後： L 年 経った ばかりの 時、 リ ン カーンが 求愛した メァ リ —'オウエン 
ズ という 女性の 存在に は 誰も あまり 注意して いないと いう。 そして、 この 求 
愛が 失敗に 終る ま での 経過 を 述べ、 その後 3 年に わたる 苦しい 恋愛 時代 を 経 
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て メアリ 一 • トツ ドと 結婚す る 次第 を 語る。 

すべて 資料に も とずいて 厳密な 考証 を 加えながら 著者 は、 リ ン カーンが 

父母の も と を 離れ、 さまざま な 経験 を した 後、 1837 年ス プ リ ン ダフィー ル ド 
に 落着き、 結婚し、 弁護士 を 開業し、 次第に 政治 界に 身を投じ、 ついに 1861 
年 第 16 代 大統領に 選ばれ、 南北戦争の 苦しい 試練 を 経て、 奴隸 解放の 大業 
を 完成し、 1865 年 4 月徂擊 されて 息 を 引きと る 迄の 生涯 を 再現して 見せる。 
こ の 本 は 資料 を 駆使 し、 正確な 事実 を 伝え る 意図 を もって 書かれた も の 
であるが、 決して、 無味乾燥な 報告書 的 作品で はない。 著者 はよ く 村 料 を 消 
化し、 見事な 構成で 筆 を 進めて いる。 読者 は、 小説 を 読む 気持で、 興味と 共 
感を 覚えながら、 ほとんど 学校教育 を 受けた ことのない リンカーンが、 みず 
から 学びつつ、 教養 を 高め 政治家と して 大成して 行く 経過 を 知る ので ある。 
そして、 夫と して、 父と して、 リンカーンが どのような 人間で あつたか を改 
めて 教えられる。 この 本に よって、 リンカ一 ン に対して、 新しい 親しみ を感 
ずる 人が 多いで あろう。 なお 写真、 揷 画が 多数 載せて あり、 中には 初めて 発 
表された もの も ある。 ゲテ イス バーグ 演説の 自筆 草稿、 手紙な どの 他、 大統 
領 になる ため ス プリ ングフ ィ —ル ドを 去る 際に 家具 を 売却した 時の 受取りな 
ど 興味深い もの も ある。 年代順に 並べられた リ ン カーンの 肖像 写真 は 貴重で 
ある。 

著者に はこの 他、 リンカーンの 写真 を まとめた Lincoln,  A  Picture 
Story  of  His  Life  (本誌 第 28 ページ 参照） が ある。 （一般） 

Robert  E.  Sherwood  ：    ABE  LINCOLN  IN  ILLINOIS 

口 パー ト • シ ヤー ゥッ ド著 ィ リノ ィ 時代の リンカーン （仮題） 
N.Y.,  Scribner.  1937.  250  pp.  $  3.00 

劇作家 シ ヤー ゥッ ドは 処女作 The  Road  to  Rome によって 批評家の 
注目 を 集め、 Idiot，s  Delight で ピュー リ ッ ァ 一賞 を 難した。 劇 「ィ リ ノ 
ィ 時代の リ ン カーン」 は 彼の 成長 を 見守って いた 読者の  お . 


期待に そむかぬ 成功 を 収めた。 1938 年 10 月 3 曰 に は ヮ ン 3^^^=^^"^ 
シン トンの 国立劇場で、 同じく 15 日に は ニューヨーク ^：^^"1§^^、 
市の プ リ マス 劇場で マ ッ クスゥ エル. アンダー ソ ンゃェ  、- ' ' 

ルマ一 • ライスな どの 劇作家が 主宰す る Playwright's  Company によって 
上演され、 アメリカの 観衆に 深い 感銘 を 与えた。 この 劇 を 実際に 鑑賞した 詩 


人 サン ド バーグ はこの 本の 序文 を 書いて いるが、 その 中で 観衆が 感銘 を 受け 
るの はこの 劇が ァメ リ 力 人の 夢に う つたえる もの を 持って いるから であり、 
人間の 自由の 問題 を 提起して いるから である と 語って いる。 

この 劇 は 3 幕 12 場から 成って いる a 作者 シャ— ゥッ ドは 巻末の "The 
Substance  of  'Abe  Lincoln  in  Illinois, ， ，， の 中で 述べて いるよ う に リ ンカ 

一 ンに閧 する 資料 を 綿密に 読んで いる。 劇作家が このよ うに 事実の 記録 を 根 
拠に して 書き上げた 作品 はこれ が 始めて である と言われ ている。 彼 は 12 場の 
各々 にっき その 歴史的 裏付け を 説明す る と 共に ど の 箇所で なぜ 実際の 記録 か 
ら 離れた か という 理由 を 示して いる。 作家が 歴史 か ら 主題 を 選んで 書 く 場合 
に は 学者 風な 記録 を 書く こと は 出来ず、 せいぜい 大衆 を 魅き つけられる 程度 
の 劇的 効果 を 持たせて 事実 を 翻訳す る 便宜 を 与えられた 通訳と いった 立場が 
許される。 シヱ 一タス ピアの 描く クレオ パト ラゃ バナー ド 'ショウの クレオ 
パ ト ラが 実在した ク レオ パ ト ラ と 如何に 違って いよ う と も 気に かける もの は 
いないが、 リ ン カーンと なると 真実に 忠実で あると いう ことが 義務と なる ば 
かりで はなく、 望ましい ことにな つてく る。 真実 を 探求して いた シャ— ゥッ 
ドは リンカ一 ンの 生涯が その ま ま 一つの 芸術作品 であ る こと を 発見 したので 
ある。 それ は 民主 精神の 成長 を 語る 真実の アレゴリーであった。 しかも 貧し 
い 誕生に 始ま り 暗殺に 終る 彼の 生涯 は 精神的に も 外部 的に も 闘いの 多い、 し 
たがって 人一倍の 意志の 強さ と 努力 を 必要と した 一生であった。 シャ— ゥッ 
ドは リンカ— ンの 人間性の 形成 過程 を 彼が 成長 した 環境 や 彼 自身の 思考力に 
照らして う きぼりに して 見よ う と 試みた ので ある。 

第一 幕 第一 場で は 1830 年頃の 青年 リンカ— ンが樵 夫の 服装で 登場 し、 
ニュー. セィ ラムに 近い 学校 教師 ダレ アムの 丸木 小屋で 英語の 勉強 をして 
いる。 彼と ダレ アムの 会話 は 非常に 與味 深い ものである。 教師と 政治の 何れ 
を 選ぶ かとい う 問いに 対し、 リンカーン は 教師に なると 答えて いる。 更に 都 
会 を 好まない 理由と して 大衆が 恐ろしい と 言って いる。 殺され はしない かと 
不安 だとい うので ある。 そこで 対話 は 死の 問題に 向けられる。 リンカーン は 
幼ない 自分が 父親 を 手伝って 母親 を 葬った こと、 それ以来 死の 思いが 頭 を は 
なれない こ と な ど を 語る。 グ レア ムは 彼に キーツが 死 を 歌った 詩 を 読ませ、 
彼 は 深く 感動す る。 ここに キー ッの詩 を 取り入れ たの は 作者の 創作で ある。 
第 2 場に リ ン カーンの 恋人が 登場し、 第 3 場で は 彼女の 死に 接した リ ンカ— 
ンの 悲しみが 痛々 しい ほどに 描かれて いる。 
第 2 幕 は 5 場から 成り、 1840 年から 1842 年まで を 扱って いる。 リンカ— 
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ンはス プリ ングフ ィ —ル ドに 事務所 を 持つ 法律家と して 登場す る。 この 幕で 
始めて 黒人 問題が 論じられ ており、 リ ン カーンの 書簡から 引用され ている。 第 

6 場で メァ リ— • トツ ド との 婚約 を 破棄した リ ン カーン は 政治的に も 心 を 悩 
ます 日 を 過して いる 力 \ 第 8 場で めでたく  メアリ一 と 結婚す る こ とになる。 

最後の 第 3 幕 は 10 数年 を 経た 1858 年に 変る。 場面 はィ リ ノィ州 選出 上 
院議 員 共和党 候補者 リンカーンと 民主党 候補者 ダ グラスと の 立ち会 レ 、演 説 会 
に 始まる。 'A  house  divided  against  itself  cannot  stand ' という リ ン 
カーンの 有名な 演説が 聞かれる。 第 10 場の リ ン カーン は 3 人の 息子に かこ 
まれ、 末の タッド を ひざに のせて 話 を 聞かせて いる。 そこへ 彼 を 大統領に 推 
薦 しょ う とする 人達が 訪れ、 妻の メァ リ —は 非常に 舆 奮して いる。 第 11 場 
は 大統領選 拳の 当日、 刻々 と #M 数の 報告が 入る リンカ— ンの 選挙 事務所で 
ある。 最後の 第 12 場 は 1861 年 2 月 ヮ シン ト ンに 向けて 故郷 を 離れる リ ンカ 
—ンの 別離の 言葉に 結ばれて いる。 ス プリ ン ダフィー ル ド 停車場に 立った リ 
ン カーンの 姿に は 喜びの 色 はなく、 憂いの かげが 濃かった。 「わたく しと 同じ 
立場に おられ ぬ 方が たに はわた く しが 4^ お^れに のぞん で どんなに 悲しみの 
感情 を 抱いて いるかお 分りいた だけない でしよ う」 と 始める 彼の 言葉 は 神の 
祝福 を 求める 祈りに 終る。 ィ リ ノィ 州での 彼の 生活に 関係の 深かった 32 人 
の 人物が 登場す る 劇 は 見送 り の 人び との 歌声と 汽笛の ひびきの 中に さま ざ ま 
な 思い を こめて 静かに 幕 を 下ろす。 （一般） 

Paul  M.  Angle       Earl  S.  Miers,  ed  :    THE  LIVING  LINCOLN 

'ま := く じ： = //二  X 共編 在リし 曰の リンカーン （仮題） 
N.J.,  Rutgers  University  Press.  1955.  673  pp.  $6.95 

この 本 は 一種の 自叙伝で ある。 シカゴ 史学 会の 会長で あり、 リンカ— ン 
研究の 一 権威で ある ボール • アングルと 南北戦争 を 扱った 著者で 有名な ァー 
ル. マイ ァー ズが 協力 して リンカ— ンの 書簡、 演説、 覚書、 自作の 詩 な ど を 時代 
順に 巧みに 編纂し、 必要な 箇所に 解説 を揷 入した この 本 はい わば 一貫性 を 持 
つた 物語で あり、 在りし日の リ ン カーン を ほうふつと よみがえらせ ている。 
編纂 者の 序によ ると 彼らが この 本 を 作成 出来た の は 1953 年に ロイ •  P  ノ バ 
スラ一 が マ リオン •  D  • プラットと ロイド •  A • ダン ラッ プの 助力 を 得て 編 
纂し、 出版した The  Collected  Works  of  Abraham  Lincoln のお かげで 
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ある。 この 9 巻から なる 労作 はィ リ ノ ィ州ス プリ ングフ ィ 一ル ド にある エイ 
ブラ ハム • リ ン カーン 協会が 数年 を かけて 企画した もので あり、 これによ つ 
て 始めて 完全に リ ン カーンの 自叙伝 的 資料が まとめ 上げられ たので ある。 ァ 
ン ダルと マイ ァ―ズ はこれ にも とずいて 適当に 選択し、 一つの 生涯の 記録 を 
一冊の 本に 織 り 込んだ ので ある。 

始めて 政治家と して 立候補した 時に 略歴 をたず ねられた リ ンカ— ンは英 
国の 詩人 トマス • グレイの 「挽歌」 の  一 47  "The  short  and  simple  annals 
of  the  poor  " に 尽きる と 答えて いる。 こ の 気持 は 彼が 大統領 候補に 指名 さ 
れた 当時 も 変って いなかつ たよ う である。 新聞に のせる 自叙伝 を 書く よ う に 
求め られた 彼 はやむ を 得ず 2 ページ 半と いう 短 力、 レ 、原稿 を 手渡した。 だが こ 
のよ うに 大げさな 自叙伝 を 書く こと を 嫌った リ ン カーン は それに もま さる 貴 
重な 記録 を 残して いたので ある。 つまり 彼 は 郵便局 長、 測量 師、 立法 院議 員、 
弁護士、 政治家 と 変遷す る 生活 を 通じて 文書 を 残す 機会 を 人一倍 多 く 持って 
いたので ある。 しかも 「文 は 人な り」 という 格言 は そのまま ぴったりと リン 
カーンに あてはまつ たからで ある。 

この 本はィ リ ノ ィ 州の 片田舎 ニュー • セィ ラム 時代に 始まる 16 の 時期 
に 分けられ、 それぞれの 時期の リ ン カーン を 最もよ く 現わす と 同時に 生涯 を 
通じての リ ン カーンの 人となり を 最もよ く 語って いる 書簡 や 演説の 原稿が 紹 
介され ている。 ニュ • —セィ ラム 時代の 最初の 演説 は 1832 年 23 歳で ィ リ ノ 
ィ 州 立法 院議 員に 立候補した リンカ— ンがサ ン ガモ 地区の 人び と の 支持 を 求 
めた ものである。 彼 はこの 年に は 落選して いるが、 たしかに 後年の 上院議員 
に 立候補した 当時の 演説に 比較す ると 説得力 や 気魄に 乏しい よ う である。 お 
58 年に ィ リ ノ ィ 州 選出の 共和党 候補者 リンカーンと 民主党 候補者 ダ グラスと 
の 間に 7 回に わたって 行われた 討論 は 黒人 問題 を 廻って 激しく 展開され、 鲆 
日 読んでも 非常に 與味 深い ものである。 この 選挙戦に 敗れた リ ン カーン は 全 
国 的に その 名 を 知られる 結果と なり、 大統領選挙の 地盤が これによ つて 築か 
れる ことにな つたので ある。 彼の 演説 は 簡潔に して 含蓄が あり、 てらいの な 
I 、誠実 さがに じみ 出て いる。 演説に 対する 聴衆 の 反応が 箇所 々 々 に揷入 さ れ 
ている ので 時折 聴衆の 笑声 や ャジが 聞え てく るよ う な 気分に させられる。 

リ ン カーン 独特の ユーモア は 演説に も うかがえ るが、 彼の 手紙 は 一層 豊 
かに 彼の 気質 を 語って くれる。 その 一つの 例に 彼が 29 歳の 時に 一人の 婦人 
に 宛て た 手紙が あ る 。 彼 は そ の 手紙の 中で 自 分が ある 知り合いの 婦人の 妹 と 
無理 や り に 結婚 させられそう になつ た 事情 を 説明 している。 彼 は その 相手の 
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女性が シヱ 一タス ピアの 劇中 人物 フ オル スタッフと 好一対の 風采で あ ると 語 
つてい るが、 その 手紙 全体が 極めて 丁寧な 口調の 中に 真面目と も 冗談と もつ 
かぬ 滑稽 さ を ただよわせ、 リンカーンの 手紙の 中で は 傑作の 一つで ある。 も 
ち ろん 彼の 性格 は 全体 的に 見て 決して 陽気と は 言えなかった。 むしろ 時折 憂 
う つ 症に かかり、 多くの 人び とが 語って いるよ う に その 表 ft は 悲しみ をた た 
えてい る ほうが 多かった よ う である。 このよ う な 彼 は 心の 悩み を 打ち明けた 
手紙 を しば しば 友人に 送って いる。 彼 は 感情的に 激 しい 変化 を 経験す る こと 
が 多かった 人の よ う である。 

演説 や 手紙 とならん で 読者の 舆味を そそる ものに リンカーン 自作の 詩が 
ある。 彼 はかなり 文学青年 的 要素 を 持って おり、 故郷 を 歌った 詩な ど を 友人 
と 交換したり している が 選挙戦の 最中 に さ え 政治 を 忘れて 詩作 を 楽しむ こと 
があった。 決して 上手な 詩と はいえない が 素朴で、 人間的な やさし さと 愛情 
を 感じさせる ものである。 その 一^^ 3 に 宿屋の 娘 ローザに 与えた 次の よ う な 短 

詩が ある。 1858 年の 作で ある。 

You  are  young',  and  I  am  older  ； 

You  are  hopeful, I  am  not 一 
Enjoy  life,  ere  it  grows  colder ― 

Pluck  the  roses  ero  they  rot. 

Teach  your  beau  to  heed  the  lay  ― 

That  sunshine  soon  is  lost  in  shade  ― 

That  now's  as  good  as  any  day 一 
To  take  thee,  Rosa,  ere  she  fade. 

南北戦争 中の リ ン カーン は 心労の 多い 日 を 過して いたが、 彼が 5 人の 息 
子 を 戦場に 失な つた ボス ト ンのー 婦人に 書いた 手紙で も 分かる よ う に 見知ら 
ぬ 人び とに 対しても 彼 は 深い 心遣り を 示す ことが 多かった。 ハ— ヴァ— ドの 
入学試験に 落ちた 息子の 友人にまで 強い 励ま しの 便り を 送って いる。 

この 本 は リ ン カーンが 喑 殺された 1865 年 4 月 14 日附 けの 覚書で 終って 
いる。 みず か ら の 運命 を 予測す る こと が 出来なかった 彼は翌 日 の 会見の メ モ 
を 記して いる。 この 本 を 読みお えた 読者 は 始めて リ ン カーンの 全貌 を 生き 生 
きと 把え た 心地が する であろう。 非常に 印象 深い 作品で ある。 （一般） 
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Philip  Van  Doren  Stern,  ed  :    THE  LIFE  AND 
WRITING  OF  ABRAHAM  LINCOLN 

フィリップ' ヴ アン' ドーレン 'ス ターン 編 

リンカーン 言 (仮題；） 
N.  Y.,  Modern  Library.  1940.  863pp.  $2.45 

リンカーンの 書いた 公式 文書、 書簡、 演説な ど は 應大な 量に のぼる。 秘 
書 を していた ジ ヨン 'ニコレイと ジョン. ヘイが 編集して、 1905 年に 刊行し 
た 12 卷 本の 作品 集が、 リ ン カーンの 言葉 を もれなく 集めよ う とする 最初の 
試みで あつたが、 それ 以後、 新しく 発見され た 資料 も 相当 あり、 これら もつ 

>^Vp'-j ぎつ ぎに 発表され て 来た。 こうして いままでに 集った 
^^-l-^cJ^        '    I もの を 整理し、 一般の 読者が リンカーンの 人となり、 


まとめ、 伝記と 年表 を 加えた のが この 本で ある。 もち 


ろん 長い もの は 全文 を 収録す る 代 り に 抜萃 を 載せて いる。 そ して 一つ一つの 
作品に 簡単ながら 要領 を 得た 解説が 添えて あるので、 背景、 前後 関係が よく 
分り、 本文の 理解が 深められる。 

編者 はフ ィ リ ッ プ 'ヴ アン. ド一 レン 'スター ンで、 伝記 は 彼の 筆に よ 
る。 序文 はリ ン カーン 時代の 研究で 有名な ァ ラン' ネヴィ ンズが 書いて いる。 

その 序文で ネヴィ ンズ は、 リ ン カーンの 言葉 を 読む ことによって、 この 
偉大な 政治家が 活躍 した 時代に 対す る 理解が 深め られ るの は 言うまでもない 
が、 それ 以上に どのような 経過 をた どって 彼が あれ 程の 人物に なった か、 そ 
の 精神的 成長 を 跡 づけ ると いう 大き な 興味が あると いっている。 時代 そ の も 

のの 研究に は、 リ ン カーンの 言葉 だけでなく、 その他の 資料が 必要で ある 力 S 

残した 言葉 を 繰返し 読む ことによって、 直接 リ ン カーンの 心の奥 を 司 見く こと 
が 出来る ので あると いう わけで ある。 

ネ ヴ ィ ンズは リ ン 力 ― ンの 精神的、 人間的 成長 を 次の 3 つの 段階に 分け 
ている。 青年時代から 40 才 近くなる まで は、 あらゆる ものから 何 か を 学ん 
だ 形成の 時期で あつたが、 すでに 偉大な 人格の 片鱗が うかがえる。 40 才 にな 
る 頃、 歴史の 上で は、 テキサスの 併合 問題が 盛んに 論議され ていた 頃に は、 
知的 完成 期に 入って いた。 1845 年に この 問題に ついて 書いた 言葉 は、 飾り気 
のない 淡々 とした 行文で、 強い 信念 を ゆるぎない 論理で 展開して いる。 これ 
はリ ン カーンが 知性的に 大きな 進歩 をな しとげよ う と していた こと を 示す も 


また その 時代 を 知る ことが 出来る よ う な もの を 1 冊に 


— 16  — 


ので ある。 第 3 の 時期 は、 大統領に 就任し、 南北戦争 という 大きな 試練の 中 
で、 深い 精神的 洞察力 を 身に つけて 来た 時代で ある。 1861 年の 大統領 就任 演 
説に その 萌芽が 見られる。 そして、 この 時期の 最高の 言 薬 は 再選され た 時の 
大統領 就任演説 である。 この 演説で、 リンカーン はたんに 偉大な 精神的、 知 
的 指導者であった ばか り でな く  、 本当の 意味で 社会の 木鐸であった こ と を 知 
るので ある。 リ ン カーン はこの 演説で 合衆国の 過去と 未来に 対する 宗教 的考 
察 を 示した のであった。 序文に 説かれて いる 考え方 は、 リンカーンの 政治家 
と しての 活動 を 歴史の 上で 理解す るた めに も 有益で あろ う 。 

編者 ス ターンの リンカ 一 ン伝 は、 読者が リンカ 一 ンの 言葉 を よりょく 理 
解 出来る よう に 背景と なる 知識 を 提供す るた めに 書いた ものであると 断って 
いる 力、;、 よく まとまった 伝記で あり、 これ だけで 一冊の 書物と なり 得る 程の 
内容と 分量 を もっている。 まず、 ス ターン は あまりに 伝説 化され、 神格化 さ 
れたリ ン カーン を 生きた 人間と して 再認識す る 一番よ い 方法 は、 リ ン カーン 
の 残した 言葉 を 味わって 読む ことで あると 述べて いる。 そうする ことによ つ 
て、 低い 身分から 大きな 上昇線 を 描いて、 悲劇的な クライマックスに 至る 波 
瀾に 富んだ 生涯 を 送った リンカ— ンが、 非常に 人間的な 人物であった こ と が 
知られる と言う。 伝記に 続く 年表 は、 リンカーンの 両親の 結婚から、 リンカ 
—ンの 葬儀に いたる までの 詳細な ものである。 

この 本 は、 リンカ— ンの 言葉 を 通じて、 その 人となり を 知る 役に立つ ば 
かりで なく あらゆる 立場の 人び とに よって 引用され る ことの 多い リンカ一 ン 
の 言葉の 参考書と しても 有益で ある。 それに は 目次が 詳しく、 索引 もつ いて 
いるので、 参照す るの が 容易で ある。 （一般） 

Herbert  Mitgang,  ed  ：    LINCOLN  AS  THEY  SAW  HIM 

ハーバ— ト. ミツ ト ギャング 編 ジャーナリズムと リンカーン （仮題） 
N.  Y.,  Rinehart.  1956.  519  pp.  $  6.00 

この 本 は、 リンカーンが 田舎の 一青 年であった 日から、 大統領と なって 
喑 殺される まで、 新聞、 雑誌な どの ジャーナリズム によって、 その 活動が ど 
のように 評価され、 批判され てい たかを、 当時の 記事に よって ありのままに 
示し、 今までに 書かれた 評伝、 伝記に は 見られない リンカーンの 新しい 姿 を 
浮ぽ りする こと を 目的と している。 

序文で まず 編者 は、 リンカーンの 演説、 文章 はすで に まとめられて をり、 
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さらに、 新しく 見出され たもの は その都度 発表され ている ので ある 力';、 一方、 
リンカ— ンに関 して、 当時の 新聞 雑誌に 出た 言 己 事 や 論説な ど は、 ヨーロッパ 
の もの はもと より、 ァ メリ 力の もの もま だ 集められ ていない こと を 指摘して 
いる。 もちろん リ ン カーンの 伝記に はそう いう ものからの 引用がない わけで 
はな \^ 、が、 生の まま の 記事 論説 を 集め ると いう 試み は こ の 本が 最初の もので 
あると 述べて いる。 

若い 時から リ ン カーン は 新聞と いう ものが 論壇と して 重要な 政治的 意義 
を もっている こと を 認識して いたので、 何時も 熱心な 読者であった。 それば 
かりで なく、 リンカーンが 短い 期間で はあった が、 一度 自分の 新聞 を もった 
ことがある。 これ はリ ン カーンの 生涯の 知られざる 一^^^ ^—ジ であろう と 編者 

はいう。 そして 次の エピソード を 紹介して いる。 1859 年 5 月 リンカーン は、 
後に ゥ ィ 一ン 領事と なった キヤ 二 シァス という 人と 契約 を 結び、 イリノイ' 
スター ッ. アン ジ— ガー 紙 を 買 取り、 その 新聞が 共和党の 政策に 反する 行為 
があった 場合、 リ ン カーンが 印刷機と 活字 を 没収 するとい う 取決め をした の 
であった。 しかし、 大統領に 就任す る 前に、 この 新聞 を ふたたび キヤ ニシァ 
スに 譲渡して しまった。 

リンカーンの 時代に は、 新聞 は 極めて 党派 的であった というより、 むし 
ろ、 政治家が 自ら 新聞の 社主 や 主筆で ある 場合が 多かった。 この ことに 読者 
の 注意 を 喚起して 編者 はリ ン カーンに 対する ジャー ナリ ズムの 研究 は、 ニュ 
—ヨーク、 イリノイ、 ワシントン など 限られた 地域の 新聞 を 対象と したので 
は 不十分で あると いって、 特に 南部 系 fti? 聞の 調査 研究の 必要 を 力説して い 
る。 

このような 観点から、 この 本 は、 米国 だけでなく、 ヨーロッパにまで 及 
ぶ 広い 範囲に わたって、 リンカ一 ン に関する 記事 論説 を 集めて ある。 これら 
の もの を 読む と、 リ ン カーンが どのよ うな 時の 流れの 中で 実際に 活躍して い 
たかを まざまざと 知らされる。 ゲテ イス バーグ 演説に 対する 批判、 兮日 では 
政治的 古典と なって いる 第 2 回の 大統領 就任演説に ついての 賛否両論な ど、 
現在の 眼で 当時の も の を 読む こ と は、 歴史の 流れ を 直接 感ずる ことで ある。 
なお、 リンカーン を 扱った 当時の 新聞 雑誌の 揷画、 風刺 漫画な ども 複 刻して 

ある。 一つ一つの 言 a*:、 論説に は 編者に よる 短い 解説が ついている。 
編 ^ハーバ— ト. ミツ ト ギャング は、 ニューヨーク • タイムズ 紙の 日曜 

版の 主筆で ある。 （一般、 専門） 
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Lord  Charnwood  :    ABRAHAM  LINCOLN 

ロード. チヤ— ンゥッ ド著 エイ ブラ ハム 'リンカーン （仮題） 
N.  Y.，  Pocket  Books.  1957.  501 pp.  35  (zi 

ロード. チャーン ゥッ ド による Abraham  Lincoln の 初版 は、 1916 年 
に "The  Makers  of  the  Nineteenth  Century  Series " の ー卷と して 出 
版され た。 その後、 1939 年に ボケ ッ ト • ブック 版で 刊行され、 以来 14 版 を 
重ね、 さらに カーディナル 版です でに 6 版に なって いる。 
この チヤ一 ンゥッ ドの リンカ一 ン伝 は、 数 あ る リンカーン  ふ,， , ' 

の 評伝のう ちの 代表的な 古典と して ひろく 知られて いる。 ^J^r^ 暴、 fl^ 

英匿 人で ある 口  —ド. チヤ— ンゥッ ドは、 他の リンカ一 ン 
の 伝記 作家た ちょ り もさら に 自由な 気持で この 偉人に 対し  ^H^^ 
ている。 著者 は リンカーンの 礼讃 者で あり、 リンカーン を  '—- 
現代の 最大の 英雄の 一人に 数えて いる けれども、 リ ン カーンの 短所 や 野人 振 
り な どに ついて も ありのまま に 語って いる。 

リンカ— ンを 育くんだ 辺境、 リンカーンの たくましい 創造 精神、 絶え ざ 
る 自己 練磨、 まれに みる 優れた 性格の 成長、 大事 件を処 する 才能、 などに つ 
いても 数多く のェ ピソ— ドをま じえ て 興味ぶ かく 記されて いるが、 この 本 は 
ィ ギリ ス 人の 読者の ために 書かれた ものである だけに、 リンカーン という 人 
物の 背景と なる ァメ リ 力の 歴史 を 要領よ く 紹介して いる 点に 特色が 見ら れ 

る。 植民地 時代、 独立戦争、 1812 年の 戦争、 ミズ リ— 協定、 などに ついて 要 
約して 語り、 リ ン カーンの 出現 を 待つ 社会 状勢 を はっき り と 把え る ことが で 
きる。 また、 リンカーンの 青年時代に アメリカ 国内で 勢力 を 競って いた 諸政 
党に ついても 詳しい。 

リ ン カーンと ダグラスの 有名な 政論から、 北部 諸 州と 南部 諸 州の 対立に 
至り、 この 春の 後半 は 南北戦争 史 である。 この 戦争に 対する イギリス 国内の 
反応 を 記した 部分 は 興味ぶ かい。 著者 は、 その 頃 イギリスに 他国 を 理解す る 
力が 不足して いた こと、 その 判断に あたって は、 自分の 立場から しか 見る こ 
とがで きなかった こと を 悔いて いる。 イギリス は、 4 匕 部の 主張に 対して 懐疑 
的であった。 ただ、 イギリスの 労働階級 は:! 匕 部 を 支持して いた。 個人と して 
は、 ダーウィンと テニス ン は;! 匕 部に 声援 を 送って おり、 また ディッケンズ は 
奴隸 制度 そのもの を 否定して 北部の 主張 を 正しい と 認めて いたが、 戦争と い 
う 最悪の 事態に 突入す る と 、 南北 両側の どちらも 支持し なかった という。 
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南：^匕戦争にっぃては著者は、 リンカ 一 ンの 戦略 を 広範囲に わたって 載せ 
ており、 戦場で 示された 政治家と しての リ ン カーンの 指導力の 強さが よく 描 
かれて いる。 ここに 描かれて いる リ ン カーン は 魅力 ある 人間 で あ ると 同時 
に、 偉大な 指導力 を 持つ 政治家で ある。 歴史の 流れと 社会の 動きの なかに 把 
えられた チヤ一 ンゥッ ドの リンカ一 ンは、 現在な お 新しい リンカーン 像の 一 
つで ある。 （一般） 

Benjamin  P.  Thomas  ：    ABRAHAM  LINCOLN  ：    A  Biography 

ベン ジャ ミ ン • トマス 著 エイブラハム' リンカーン 伝 （仮題） 
N.Y.,  Knopf.  1952.  549  pp.  $  5.57 

偉人 リ ン カーンが 兇弾に たおれてから、 来年で ちょ う ど 90 年になる 力;、 
彼に かんする 本 は 冊子の よ う に 小さな もの を いれる と 4,000 種に 上る とい わ 
れる。 そのうち、 リンカーン 研究者から 現在 も その 価値 をみ とめられ ている 
ものが 100 種 ほど あり、 一 逢 もので はもつ と も 有名で かつ 権威 ある ものと さ 
れ ていたの は チャーン ゥッ ド 卿の 著作で ある。 1916 年に 出版され て 以来、 す 
くな くと も 最近まで は それが 一巻 ものの リ ン カーン 伝で は 最高の ものと され 
ていた。 

し 力、 し、 1952 年に ベン ジャ ミン • トマスの この 本が 出てから は、 どうや 
ら その 王座 はこ ちらの 方に ゆずられた 感が ある。 550 ページに ちかい 大冊な 
がら、 著者の 周到 公正な 筆 は 新しい 事実 をよ く 吟味 集録して、 冗漫に わたら 
ず、 独断にな がれず、 偉人の クローズ 'アップ を 読者に 提供して いる。 しか 
も その クローズ • ァ ッ プは 非常に するどい 焦点の 中に とらえられ ていて、 こ 

れ までにない 正確さで 訴えて く る。 "これ は 単に 歴史的な 偉人の 伝記た るに 
とどまらず、 そ の 軽快な 筆致に よ つて 当代の 代表的 文学作品 となる もので あ 
り、 今後 十 年間 はこれ に 匹敵す る もの は 書かれない であろう。 また 叙述の た 
しか さは、 著者が なが 年. この 題材 を 掌中に しっかり とっかんで 微細な 点まで 
知悉して いた こと をし めす ものである …… " と クォータ リ 一 • レヴュー 誌が 
評して いるの も 誇張で はない と おもわれる。 

年々 歳々 偉人 リ ン カーンに かんする 研究 はさかん であり、 それに つれて 
資料 もます ます 豊富に なって きている。 1947 年に はァメ リ 力 国会図書館に 口 
バー ト. トッド' リ ン カーン 資料室が できた。 ベン ジャ ミン' ト マス は、 こ 
の 著書の 完成の ために その 資料 を 縦横に 渉りよ う している。 資料の 豊富 さに 
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おいてす でに 40 年 前の チヤ— ンゥ ッ ド 卿よ り 優位に 立って い たわけで あ 
る。 さらに トマス は、 これまでの 生涯 を リンカーン 研究に ささげて きた 人で 
あり、 また" リンカ— ン 著作 全集，， の 編集 顧問で も ある。 一巻 もの リンカ— 
ン 伝の 決定版と 評しても、 リ ン カーン 研究家た ちから 異論の 出ない 著作で あ 
ろう。 

著者べ ンジャ ミン' ト マス は 1902 年生れ、 ジ ョ ンズ • ホプキンズ 大学 
出身で 1929 年に 博士号 を 与えられた。 伝記 作家と して 有名で ある。 

(一般、 教養）  ~~ ^15 号、 1954 年 5 月 —— 

Ruth  Painter  Randell  ：    LINCOLN'S  SONS 

ルース • ペインター • ランデル 著 リンカ * ンの 息子た ち （仮題） 
Boston,  Mass.,  Little,  Brown.  1955.  373  pp.  $5.00 

本書 は エイブラハム • リ ン カーンの 4 人の 息子 を 中心に、 家族と して リ 
ンカ一 ン 一家 を 描いた ものである。 

リンカーンと メアリ 一の 最初の 子供 は、 1843 年、 イリノイの スプリング 
フィ —ル ド のみす ぽ らしい 下宿 家に 生れた。 ロバ— ト と 名ず けられた この 子 
は、 性質が 強く、 わがままな 所があった。 二番目の エドワードが 生れて 両親 
の 愛 を 独占で きなくなる と、 親の 注意 を ひこう として 家 を 出たり した。 

エドワード は 3 歳のと き、 病気で 死んだ。 その 年の 暮に 生れた ウイ リア 
ムは、 明るい、 かわいげの ある 子供だった。 約 2 年後に 生れた トマス は、 幼 
児のと き 頭が 大きかった ので、 タツ ド （おたま じゃく し —— タ ドボ一 ル） と 
よ ばれた。 

リ ン カーン は 夫人に よれば 「この 世で 一番 親切な 人、 最も 愛' If^ い 夫で 
あり、 父親であった」 とともに、 「子供た ち を 過度に 甘やかした」 のであった。 
法律事務所 か ら帰 り 道に 知人 と 立 話 を している リンカーン を、 3 人の子 供が 
家に 連れ 帰ろう と、 上衣の 裾 を ひっぱつ ている 光景 を 附近の 人 は 幾度と なく 
目に した ものである。 

リ ン カーン はやが て 大統領に 選挙され た。 当時 ハーヴ ァ— ドに 学んで い 
た 口— バー トは、 父の 名に よって 自分が 注目 を ひくの を 非常に 嫌った。 

ホワイト' ハウスに おける 一家の 生活、 南:! 匕 戦争の 推移、 12 歳の ウイ 
リ 一の 死、 リ ン カーンと ロバ一 ト との 感情的な わ だか まりな どが くわしく 述 
ベら れて ゆく。 リンカーンの 喑殺 をめ ぐる 家族 を 描写した 部分 は、 著者の 暧 


い 筆致に より、 感銘 深い ものと なって いる。 

リンカーンの 死後 夫人のと つた 行動、 夫人の 負債の 支払いな ど、 ロバ— 
トは 父の 死後 重荷 を 負わねば ならなかった。 彼 は シカゴで 弁護士と なり、 や 
がて 結婚した。 

リンカーン 夫人 は 16 歳の タツ ドを つれて ヨーロッパに 渡った。 3 年後 
二人 は 帰国した が、 間もなく タツ ドは肋 膜で なくなった。 やがて 彼女 は 精神 
に 異常 をき たし、 ロバ— トは 父の 友人に 母の 精神鑑定 を 頼まねば ならな くな 
つた。 この 痛ま しい 悲劇 は 最近 手に入った 資料に もとず いてく わしく 語られ 
る。 

1881 年 ロバ— トは睦 軍 長官に 任命され た。 翌々 年リ ン カーン 夫人 は スフ。 
リ ングフ ィ―ル ドで なくなり、 その 遺体 は ロバ— ト により 夫と 3 人の 息子の 
傍に 葬られた。 ロバート は 後に 実業界に 入り、 82 歳の 高齢で なくなった。 

著者 は 前に Mary  Lincoln  ：  Biography  of  a  Marriage を 書き、 本 

書 は その 続篇 をな す ものと みなして よいであろう。 巻末に は 10 ページの 参 
考 文献 目録、 17 ページにおよぶ 索引が ついている。 （一般） 
一一 第 37 号、 1956 年 4 月 一一 


Jim  Bishop  ：     I'he  Day  Lincoln  ^as  Shot 

ジム • ピショ ッ プ著 リ ン カーンが 射 たれた 曰 （仮題） 
N.y.,  Harper.  1955.  304pp.  $3.75 

ァメ リ 力に おける 伝記 中、 最も 数が 多い と 信じられ ている リ ン カーンの 
伝記の 中 で も 、 本書 ほ ど に 一刻 一秒 を 追つ ている の は 恐らくな いと 思われる。 
こ れは リンカ— ンが射 たれた 劇的な 日 の 完全な 記録で ある。 1865 年 4 月 14 
曰 午前 7 時に 第一章が 始まり、 この 時 寝窒を 出た リ ンカ 
ーン 大統領 は、 最後の 章、 すなわち 翌 曰の 午前 7 時には 
大勢の 人に 見守られ 天 匿へ 永遠の 旅に たって いた。 14 日 
の 朝、 大統領 は 自分が 死んで いる 夢 をみ た。 この 夢が 真 
実と なって しまった わけで ある。 とにかく  24 時間 だけ 
のこと がらが 300 余 ページに つまって いるので あるから、 本 を 手に とる まで 
もな く、 そのく わし さ を 想像す る こと は 難 かしくない。 著者 はこれ だけの 資 
料の:！ 集に ついて、 序文で その 方法 を 述べ、 あらゆる 公的 私的な もの を 網羅 
した こと を 説明して いる。 


i 


^^や 

\舡 
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最も 輿 味 を ひく の はもち ろん フォー ド 劇場で 行われた 暗殺の 場面で ある。 

時計の 針が 10 時 を 少し まわった 頃、 舞台 は 半分 以上 もま わって 第三 幕 第二 

場が はじまつ ていた。 ジョン. ウィル キス' ブース を 主犯と する 喑殺 計画者 
の 薄暗い 劇場 内での 動き。 大口 経の ビス ト ノレ 力； リ ン カーンの 左耳 を ねらった 

瞬間。 "Oh!  Doctor  ！  Is  he  dead  ！  Can  he  recover  ？ " と 最愛の 夫の 不幸 

に 卒倒 せんば かりの リ ン カーン 夫人の 様子。 右往左往 する 人の 群と 騒音が 入 
りみ だれる 当時の 情況が 詳細に 綴られて いる。 結局 左耳から 右の 眼に かけて 
射 込まれた 弾丸が 脳の 中に 止って いたた め、 致命傷と なって しまった。 主犯 
の ブース は、 しばらく して 10 時 45 分に、 少し はなれた 場所から 馬で 逃げ 
ようと したと き 逮捕された のであった。 

伝説の 形と して は 焦点 を 24 時間に しほ' つた だけに、 参考と なる リ ンカ 
ーン についての 知識 を 必要と する かも 知れない が、 ヮ シン ト ン市 のく わしい 
地図 を はじめと して 他の 本に は みられぬ 珍ら しい 人物の 写真が 集められ てお 
り、 非常に 輿 味ぶ かい。 

著者 は 25 年間に わたって、 この 資料 を 集めた という。 この 本の 内容 は 
その 努力に ふさわしい ものである。 著者 は ディ リ ― •  ニューズ や ディ リ  一 • 
ミ ラ 一 の 記者 をつ と め、 後に キ ャソ リック' ダイ ジヱ スト の 編集 員 と なった。 
著作に はこの 他 The  Mark  Bellinger  Story  ；  Parish  Priest  ；  The  Girl 
in  Poison  Cottage などが ある。 （一般） 

William  F.  Zornow  ：    LINCOLN  AND  THE  PARTY  DIVIDED 

ウィリアム' ゾ一ノ フ著 リンカ ^ ンと 分裂した 政党 （仮題） 
Norman,  Okla.,  Oklahoma  University  Press.  1954.  264  pp.  $4.00 

1864 年、 エイブラハム. リンカーンの 人気 は 急速に 後退しつつ あった。 
3 年 もの 長い間 戦われた 血 なまぐさい 南 ：! 匕 戦争 は 未だ 何時 終る と も 知れぬ 泥 
沼の 様相 をて いして いた。 戦費 はか さみ、 国内 生活 は、 インフレの 脅威に さ 
ら されて いた。 さ らに 大統領 を 支える 為政者た ちの 間に 現われた 政策の 対立 
は、 ようやく リンカーン 政権の 基礎 を 大きく ゆさぶる うよに なった。 この 秋 
にあたって、 大統領 改選 期 を 迎えた アメリカの 職業的 政治家の 間に は、 リン 
カーンの 代りに、 南 軍に 対しより 徹底的な 打撃 を 与え 得る 人物 を、 そして ま 
たより 強力な 国内 政権 を 実現し 得る 人物 を 次期 大統領 候補に 指名し よ う とす 
る 動きが 現われて きたので ある。 もし、 リンカーン にして この 時、 大統領選 
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拳に 敗退す るよう な ことがあれば、 アメリカの 歴史 は、 混乱と 敗北のう ちに 
ついえ 去った かも しれなかった。 まさに ァ メ リ 力 史上最大の 危機の 一つの 到 
来 ともいう ことができよ う。 

ここで 当時の 政局 を かえり 見る と、 そこに 見られる の は、 共和党 を 中心 
とする 統一 派と、 民主党 和平 派との 対立で ある。 そして、 この 輿 党た る 統一 
派 は、 南 軍の 無条件降伏と 黒人の 完全な 解放 を 主張す る 過激 分子と、 リンカ 
ーン のよ うに、 黒人の 完全な 解放に もまして 国家の 再 統合 を 焦眉の急 とする 
穏健 分子、 更に 憲法の よ う 護と 国家 統合 を 望んで 共和党と 合体した 民主党 戦 
闉 派との 三つに 分 たれて いた。 これと 対抗す る 民主党 和平 派 は、 戦争に 反対 
し、 一日 も 早く 南北の 講和 を 実現す る こと を その 政策と していた。 

1864 年、 リンカ— ンは、 高まり ゆく 社会 不安の 中で、 以上の ように 対立 
した 政党 を ま と めつつ、 再選 をめ ざ し、 孤り 戦わねば な ら なかった ので ある。 
このと き、 リンカーン がいかに 政党 を 操縦し、 またい かなる 幸運が 彼 を 再選 
させ、 そして ァメ リ 力 を 永久 分裂の 運命から 救った のカヽ ゾ一ノ フの 手に な 
る 本書 は、 この間の 事情 を、 始めて われわれの 前に 明かに して くれた。 この 
本 を 読む もの は、 改めて、 リンカーンの 政治家と しての 敏腕と、 彼が ァ メリ 
カ史に しめる 重要 さと を 認識す る こ と であろ う 。 

本書に おいて、 著者 はまず、 統一 派 過激派の チュ イス 財務 長官と リンカ' 
ーン との 対立 を 説明す る。 この 対立 は、 間もなく、 クリーブランド 党大会に 
おける リ ン カーンの 勝禾 1J に 帰した。 この 後 ボル ティ モアで 開かれた 統一 派大 
会 は、 よ うやく 次期 大統領 候補と して リ ン カーン を 指名す るに いたった ので 
ある。 

しかし、 再選への 道 はさ ほど 容易な ものではなかった。 8 月に 始まる 戦 
局の 不利な 進 局 は、 一時、 次期 大統領の 栄冠 を、 民主党 候補 マックレラン 将 
軍に おもむか しめる かと 思わし める ものが あった。 この間に あって、 ダーク 
ホースた る 第三 党 候補 フ リ ィ一 モン トの 努力 も あなどり がたい ものと なって 
きた。 けれども、 9 月 以降、 シャーマン、 シヱリ ダン そして ファラガット 将 
軍た ちの 示した 目 ざまし い 活躍 は、 南 軍 を撃碎 し、 北 軍の 勝利 を 人び との 前 
に 確証 づけ、 事態 は リンカーンに 有利に 展開した。 ここにお いて、 政局 は 三 
度 転換し、 11 月の 選挙に のぞんだ ので ある。 この 選 拳で、 リンカーン は、 
212 票の #M を 得て、 ふたたび 大統領の 座に つく ことに 成功した。 し 力 "し、 
これ を 一般投票の 割合につ いてみ るなら ば、 僅かに 全体の 55 パ —セン トを 
獲得す る ことが 出来た にす ぎなかった という。 これ は、 いかに この 選挙が 困 
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難な もので あつたか を 十分 物語って くれる ものと いえよ う。 

著者 ゾ— ノフ は、 オハイオ 州の 出身であって、 現在、 キャン ザス 州立大 
学 歴史 科で 教鞭 をと つてい る。 本書 は、 今まで 顧り みられる ことの 少な かつ 

た： 1864 年の リンカーンに 対し、 鋭い 解明の 筆 を 進めた もので あり、 リンカ一 
ンの 研究者に とって 新ら しい 分野 を 切り開い たものと い う ことができよ う。 

なおこの 本に は、 24 ページにおよぶ 詳細な 参考文献 目録が 付され てい 
る。 （教養） 

Maurine  W.  Redway  < Dorothy に Bracken  ： 
MARKS  OF  LINCOLN  ON  OUR  LAND 

. 卞：、 ど： y ッ ラト; ゥ 著 リンカーンの 遺跡 （仮題；） 

N.Y.,  Hastings  House.  1957. 121 pp.  $3.75 

リ ン カーン 大統領の 遺蹟 をいながら にして 訪れる 
ことので きる のが この 本で ある。 向って 左側の ページ ^^^fe^^;^ 

は ほとんど 写真で 埋まって いる。 誕生 地、 ケンタ ツキ— ffH^Jtfi^ 

の シン キング ス プリ 、メグに 始ま り、 彼が 喑 殺された ヮ .,f:ly);;v/'、'lg''l,t 

シン ト ン市 にある フ ォ 一 ド 劇場 （現在で は リ ンカ一 ン 

博物館） にいた るまで、 リンカーンの 一生に 深い関係の ある 場所、 建物 を 非 

常に 鮮明な 写真で 見る ことができる。 

全部の 写真の うち、 3 分の 1 以上が リンカ— ンが 幼少 時代 を 過 した 各地 
に 残る 丸木 小屋で ある こと は、 と り わけ 強い 感銘 を 与える。 このよ う に 小さな 
粗末な 掘 立 小屋 を 転々 と 移り 住み、 成長した 少年が、 後年、 あの 偉大な 解放 者 
となった ので あると 考える とき、 ページ を 繰る 手 も 弾む の を 覚える であろ う。 

ヮ シン ト ン 市の 最も 有名な 場所の 一つで ある リ ン カーン 記念 堂に ある 椅 
子に 深く 腰かけた 彼の 像 は、 だれでも 知っている 彼の 晩年の 姿で あるが、 シ 
カゴの リンカ— ン 公園に ある 立像 や、 ダグラスとの 立会演説の 記念碑 や、 リ 
ン カーンと その 母の 壁 彫刻な ど、 目新しい もの も 多い。 とくに、 イン ディア 
ナ 州の リンカーン 博物館の 前に 立つ、 彼の 少年 時代の 像 は、 慈悲 深さ をた た 
えてい る 他の 像に 比べ、 精気 を 全身に みなぎらし ており、 われわれに 正義と 
希望の 光 を 投げ かけて くれる。  ， 

本文 はたんなる 写真の 演説 文 だけにと どまって いない。 非常によ く 調査 
の ゆきとどいた 簡潔な ー篇の 伝記で ある。 小さい 頃から 水 を 運び、 薪 を 集め 
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て 働き 続けた 彼が、 当時から 読書が 好きで、 数 少ない 自分の 家の 本 を 読み あ 
さり、 特に バイブル など ほとんど 暗記して しまう 程であった こと、 だんだん 
に 成長し 法律に 志 ざすよう になった こと、 遂に はホ ワイ ト 'ハウスの 住人と 

なり、 1865 年に 劇的 最期 を 遂げた 有様まで 目に 浮んで く る。 

著者の モ —リン' レツ ドウ ヱイ はヮ シン ト ン 大学の 大学院で、 南 ：} 匕 戦争 
の 研究 をした 時に、 リンカーンの 遺跡の いくつか を 調査して 歩いた。 共著者 
の ドロ シ一 • ブラ ッ ク ンも、 旅行が 好きで ァメ リ 力 全土 を 廻って いるう ち 
に、 リンカーンの 遺跡に 心 を ひかれた ものである。 現在 二人とも、 ダラスの 
サザン •  メ ソ ジス ト 大学で 教鞭 をと つてお り、 この 二人 は 以前に も、 Early 
Texas  Homes とレ、 う 本 を 合作して いる。 

序文の 中で 両 著者 は、 この 本に は 三つの 意図が 含まれて いる と 述べて い 
る。 すなわち、 第一に、 リンカーンの 遺跡 や 記念碑 自体の 手引と なるとと、 
第二に、 リンカーンの 伝言 己と して、 彼の 生涯の エッセンス を、 よりす ぐって 
述べ 伝える こと、 第三に、 読者に、 自分の 眼で この 偉人の 遺跡 をた どって み 
たい、 という 感情 をお こす 刺戟と なること、 である。 著者た ちの こうした 意 
志 はこの 一春の なかに 完全に 生かされ ている。 （一般） 


Irving  Stone    LOVE  IS  ETERNAL 

ァ— ヴィ ング • ス トーン 著 愛 は 永遠に （仮題） 
N.Y.,  Doubleday.  1954.  418  pp.  $  3.95 

エイブラハム. リ ン カーンと 夫人 メアリ 一. トツ ドを 描いた Love  Is 
Eternal は 本年 9 月 Literary  Guild の 特選 書と なった。 また、 この 作品 は 

10 月の なかば からべ ス ト • セラー ズ 小説の 部の 第一位 を 占め ゆ 
ている。 著者 ァー ヴィ ング • ス トーン は Lust  for  Life 以  ^ 

来、 今回の 小説 ほどの 佳作 を 発表して いない。  メ I 

こ の 野心 作 は 25 午に わた る リンカーンと 夫人の 波乱に &i、  V\ 
富んだ 生活 を 描いた 作品で あり、 アメリカの 最も 誤解の 多い ち 
結婚と 称される リ ン カーンの 結婚 を 真実の 姿に 立 返らせて い ""^^^^^ 
る。 リンカーンの 研究 は 盛んで 深く 掘り下げ たもの も 多い が、 これほど この 
偉人 を 人間と して 极 つて いるもの は 他に 見あたらない。 そして、 夫人 メアリ 
— • ト ッ ドは、 これまで 彼女 を 目立た なく していた あま りに も 有名な エイ ブラ 
ハ ム の 投げ る 大きな 影から も、 ま た 例外 といえるまで 多く の 長所、 短所 を も つ 


26 


た 女と いう 誤った 印象から も 脱け 出して、 鮮明な 人格と して 再現され ている。 
リンカーンの 求婚 時代、 結婚、 その 幸福に 暗い 影 を なげる 戦争、 および 
死につ いて こ の 本 は 語る。 リンカーンと メアリ  一 • トツ ドの 結婚 は 世間 一般 
に 信じられて いるよ う な もので はなく、 真の 愛情から 生れた 結婚で あつたの 
である。 たがいに 求め あい、 喜び もまた 悲しみ も わかちあい、 ついに 祝福 さ 
れる ものと なった この 二人の 結婚 生活が、 興味 あるかず かずの ェ ピソ一 ドと 
ともに 語られる。 

貧しい 開拓者の 息子と して 生れた リ ン カーンに とって、 伝統 を 重んじる 
レキ シン トン' トツ ド 家の 贅沢と 礼儀に 適応して ゆく こと は 容易でなかった 
にちがいない。 リンカーンの ユーモア は 農民の もので あり、 彼の 無頓着 は 悪 
評が あった。 実行力に 富む 彼 は 一面 ひどく 途巡 する タイプで もあった。 そし 
て、 彼の 気 むずかしさと いったら 誰も 尋常で は 我慢 出来る 程度の もので はな 
かった といわれる。 しかし、 この 偉大な 人物が、 彼女 を 人生の 伴侶に 求めた 
とき は あま り 魅力的でなかった に違いないが、 彼の 内部に ひそむ 大きな 価値 
を 見抜いた の は 彼女の 永遠の 誇り とすべき である。 活発で 誰から も 愛された 
メ ァ リ 一は 富裕な 求婚者に と り 囲まれて いた。 しかし、 小柄で 快活な 彼女 は、 
長身で 憂 うつな 感じの する 貧し レ 、弁護士 を 夫に 選び、 彼 ら の 性格 や 好みの 相 
異を 克服して 未来 を 築く 努力 を 惜しまなかった ので ある。 

メ ァ リ 一は 絹の ドレス や 宝石 だけ を 楽しみに していた 当時の 上流 階級の 
少女の 類型に は 入らない。 彼女 は 読書 を 好み、 機智に 富んだ 女性であった。 
当時、 政界で 活躍して いた ヘンリー • クレイ、 ス ティ一 ヴン • ダグラス など 
とも 親しく 語り あう 進歩的な 女性であった。 ともかく、 彼女 は 勇気と 決断力 
を もち、 リンカーンに 不屈の 魂 を 吹 込んだ ので ある。 彼女 は その 知性と 勇気 
の すべてで、 結婚 後生 じた 多くの 不運 を 切り抜け たので ある。 リンカーンが 
しばしば 見せる 思いやり のない 行為、 彼の 憂う つ 病、 息子 エドワードの 死、 
彼女の 父の 死後の 家族 内の 不和、 夫の 政治 上の 敗北、 たえず 起る 感情的な 争 
い、 南北戦争、 それに ともなって 南部から は 裏切者と 見られ、 北部から はス 
パイと 見なされる という 彼女 自身の くるしい 立場、 息子 ウィリアムの 死、 そ 
して 最後に 勝利の 瞬閒 における 夫の 暗殺、 こ う したす ベての 不幸な 出来 ごと 
に 耐えて 烈しく 生き抜いた 一女 性の 姿 を、 ス トーン は 大きな 同情と 理解 を も 
つて 描き出し ている。  . 

ス トーン は 南北戦争 について 広範囲に わたって 深く 研究して いる。 この 
大戦 争の 描写 は 力強く 色彩に みちて いる。 もちろん、 一部の 歴史家た ち は あ 
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る 点で は 意見 を 異にする かも しれない が、 全 休の 効果から 見れば 取る に 足り 
ない ことと 思われる。 また この 作品 は、 具体的な 細部の 描写 のみでな く、 そ 
れぞれ の 人物の 心の 動き も 雰囲気の 盛り あがり を もって 描かれて いる。 と き 
どき、 スタイル は センチメンタルな 調子に ながれ、 会話が 時代錯誤に 陥る こ 

とも 認められる 力 \ 全体と して はこの Love  is  Eternal は 血の かよった 作 
品で あると 同時に、 手 固い、 しっかりした 作品で ある。 

なお、 表題の "Love  is  Eternal " 文字 はメァ リ—. トツ ドの 結婚指輪 
に 彫られて いた ものである。 （一般） —— 第 21 号， I954 年 I2 月 ~~ • 

Stefan  Lorant  ：    LINCOLN,  A  Picture  Story  of  His  Life 

ス ティ ファン. 口一 ラント 著 リンカ &ン: il 真 集 （仮題） 
N.Y.,  Harper.  1957.  304pp.  $  7.50 

たて 33 センチ、 よこ 24 センチと いう 大き な 本に 600 葉の 写真が 満載 さ 
れ ている 豪華版で ある。 1952 年に 初版が 出版され、 各界で 非常に 好評 を 得た 
の だが、 こ れは その 改訂版で 100 葉 以上の 写真が さらに 加えられ ている。 

リ ン カーンの 生涯に 関係の ある、 あり と あらゆる 写真が 網羅され ている。 
普通の 写真ば かりで なく、 リンカーンの 書いた 科 氏 や 宣言書から、 当時の い 
ろい ろ な 雑誌 や 新聞に のった 政治 漫画 ゃ戲 画が 写真版で 複刻 されて 載せて あ 
り、 この 立派な 写真 画報 を さらに 充実した ものにし ている。 特に 南北戦争 を 
描写す る ものに は 力点が 置かれ、 戦場 や キヤ ムプの 様子な ど 圧 観で ある。 ま 
ず、 リンカーンの 父と トマス 力、;、 母 ナンシー 'ハンクスと 取 交した 結婚 証書 
に 始まり、 アラブ ハムの 生れた 丸木 小屋、 リンカーンの 恋人 メアリ 一 'ォゥ 
ェンズ の 肖像と、 彼女に あてた 手紙、 背が 高くて やせて いて、 既製の 靴で は 
合わなかった 彼が、 自分の 足型 をと つて、 わざわざ ニューヨークの 靴屋に 注 
文した その 足型 や、 この度 新たに 付け加えられた、 彼の 暗殺者の 刑の 執行の 
有様な ど は、 この 本でなくて は 見る ことの 出来ない、 貴重な 資料で ある。 

著者の ス ティ ファン' 口一 ラント は、 ハン ガリ 一人で、 ヒッ トラ一 に 反 
対する ミュー ニッ ヒの ある 新聞の 記者 をして いたが、 捕えられて 強制収容所 
に いれられた。 ある 日、 捕虜に 本の 配給が あり、 たまたま 彼が 手に した もの 
が リンカ 一 ンの 演説 集であった。 リ ン カー ンの 思想に すっかり 感銘 を 受けた 
ローラン トは後 曰 必ず 自分自身で リ ン カーンの 伝記 を まとめよ う と 決心した 
のであった。 自由の 身に なった 彼 は 英国に 渡り、 「自分 は ヒットラーの 捕虜 


だった」 という 日記 を 出版し、 これ はべ スト. セラーと なって 各国 語に 翻訳 
され、 捕虜 文学の 最高峰と 賞讃 された。 

1940 年 米国に 渡った 著者 は、 年来の 望み を果 そう と 実行に 移った。 伝記 
と はいっても 彼 はさま ざま な 写真 を 通して リンカ— ンを 再び 人び との 眼前に 
よみがえらせる のが 目的であった。 資料 を 集める ために ァメ リカ 全土 を 調査 
して 歩いた 十 年間の 努力が 実って、 ついにい ままで 誰も 成し 得なかった 写真 
による リ ン カーン 伝 を 完成した ので ある。 目 近に 見る リ ン カーンの 一生と 南 
北 戦争 史、 それが この 本で あり、 春 末に は、 時代 別の 写真の 索引が 添えて あ 
り、 参照す るのに 非常に 役立って いる。 

この 一春の 写真集 を 通して、 われわれ はリ ン カーンと いう 一人の 英雄に 
ついて より 多く こと を 知る のみでな く、 歴史 を 学ぶ たのし さ を 味わう ことが 
できる。 （一般） 


Regina  Z.  Kelly  ：    LINCOLN  AND  DOUGLAS 
レジ ナ • ケリ一 著 リ ン カーンと ダグラス （仮題） 
N.  Y.,  Random  House.  1954. 184  pp.  $1.95 

これ は、 政治家 リ ン カーンが どのよ うな 過程 を 経て 政敵 ダグラス をお さ 
え、 大統領に 選ばれる に 至つ たかを 青少年の ために 語る 作品で ある。 副題に 

「決断の 年月」 と 示されて いるよう に、 政治的 立場 か る 
ら、 この 二人の 大政 治 家の 1854 年から 1861 年までの 動 
きを わかりやすく 描いて いる。  1^,、,、. 

「奴隸 制度 を 許す か 許さない か は、 各 州が 各自で 定 J 仁 ^r^^ 
めるべき である」 という キャン ザス • ネブラスカ 議案 を V ふ ゾし與 ゾト; if 
提出した の は、 北部 生れの、 しかし 南部び いきの ス ティ （に' >  -' 
—ヴン • A • ダグラスであった。 

米国 北部で は、 その 頃す でに 大分 奴隸 制度 反対 を 唱える も のが 増えて 来 
ていた。 とくに エマ スン、 ソロー、 ウイ ティアー、 ロング フヱ ロウな ど 理想 
を 抱く  ニュー. イング ラン ドの 詩人 や 文学者の なかには 反対者が 多 く  、 詩 や 
文に 各人 は 平等で ある こと を 主張して いた。 しかし それまで はこれ も 単なる 
理想主義に すぎず、 実際に 政治にまで 働き かける もの はいなかった。 反， 对の 
気持 はあって も 南部の 州 民が 奴隸 制度 を 支持して いる 以上、 これに 逆ら う こ 

と は 自分の 得票 を 少なく する こと を 意味し、 上院議員 も 下院議員 も、 あえて 
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これ を 実行し よ う と はしなかった。 

しかし、 この キャン ザス • ネブラスカ 議案が 1854 年に 議会 を 通過して 
以来、 その 当時の 二 党、 民主党と ウイッグ 党に あきたら なくなった 人び と 
は、 結集して 共和党 を 設立した。 誕生 当時 は 人数 も 少なく、 力 も 弱かった こ 
の 政党に、 主旨に 賛成す る ものが だんだんと 増えて いった。 こういう 人び と 
の 中には、 非常に 過激な 思想 を 持った もの も あり、 ジョン' ブラウン は その 
グループの 指揮者であった。 「神の 意志」 である、 と 信じた 彼ら は、 奴隸制 
度 賛成者 を 何度か 攻撃し、 ついに 合衆国 軍隊に よって 捕えられ、 断罪に 処さ 
れ たが、 ブラウン は 自分の 行為 を 恥じる ことなく、 従容と 死につ いた。 こう 
した 事件 はまた 多く の 人び と を 廃止 論に 導び いた。 

名 もな く、 財産 もな く、 風采 も 上らず、 聖書と シヱ— ク スピアに は 精通 
していた が 独学 しか 修めた ことのない リンカーンが 人の 注目 を ひき 出した の 
はちょう どこの 頃で ある。 この リンカーン 力、;、 後に 大統領に 選ばれる ように 
なった のに は、 彼が 他の 元 議員に 較べて 政治に たずさわった 年月 も少 く、 し 
たがって 政敵 も 少なかった こと も 一役 果してい る。 

一度 ィ リ ノ ィ 選挙で は ダ グ ラ ス に 敗れた リンカ一 ンが、 最後に は 感激 的 
な 勝利 を 得る ところで 話 は 終って おり、 やがて 来る 輝 やかし い、 万民 平等、 
自由の 暁の 訪れ を喑 示して いる。 

この 本 は、 中学、 高等学校の 生徒む きに、 単に 二人の 政治家の こと だけ 
でな く、  「政治」 を わかりやすく 説き明かし、 「選挙の 方法」 などに も 説明 
を 加えて いる。 著者、 レジ ナ' ケリ一 女史 は、 シカゴの オースチン' ハイ' 
スクールの 社会科の 先生で、 他に も 青少年む きの 本 を 多数 著して いる。 （青 
少年） 

Benjamin  Barondess  ：    THREE  LINCOLN  MASTERPIECES 

ベン ジャ ミ ン • バロン デス 著 リンカ ^ ン の三大 演説 （仮題） 
Charleston,  W.V.,  Education  Foundation  of  West  Virginia.  1954.  168pp.  $  3.0 ひ 

本書 はリ ン カーンの 生涯に おける 三つの 優れた 演説、 すなわち クーパー 
• インス ティ テ ユート、 ゲテ イス バーグ、 および 大統領 再 就任の 式場に おい 
てお こなった 演説 を 研究した ものである。 この 三つの 演説 は、 リンカーンが 
大統領 立候補 を 決意した ときから、 再度 大統領に 就任す るまでの 期間に なさ 
れ たもので、 リンカーンの 生涯に とっても、 アメリカの 歴史に とっても、 重 

I 
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要な 意義 を もつ ものである。 

リ ン カーン は 1860 年 3 月 27 日、 ニューヨークの クーパー • ユニオン （労' 
働 者 教育の ため Peter  Cooper によ り 創立され た 施設） で 演説 をお こなった。, 
この 時 リンカ— ンを 招待した の は、 反シ ワードの 共和党の 一派であった。 こ 
の 夕方、 約 1，500 名の 聴衆に 向って リンカーンが おこなった 演説 は、 三つの 
部分から なる。 すなわち、 ダグラス 上院議員の 奴隸 制度に 関する 建国 者の 意: 
図の 解釈に こたえて、 歴史的 事実 を 述べ、 ついで 南部の 人び とに 訴え、 最後. 
に 北部の 共和党 員 を 激励した ものである。 「正義 は 力 を 生む という こと を わ- 
れわれ は 信じよう。  その 信念に おいて、 われわれの 理解す る ままに、 最後 ま 
で われわれの 義務 を はたそう」 という 言葉で 結ばれた この 演説 は、 聴衆 を感 
激 させ、 リンカーンの 名 は アメリカ 全土に 知れ わたり、 彼 は 2 力 月 後に は 共. 
和 党の 大統領 候補に 指名 さ れた。 

1863 年 6 月、 南 軍と 北 軍 はゲテ イス バーグで 激戦 を 交えた。 その 年の 11 
月、 この 戦闘に たおれた 兵士 たちのた めに、 同地に 記念 墓地が つくられた。 
リ ン カーンが この 墓地の 式場で おこなった 演説 は、 短い が 非常に 印象ぶ かい 
もので、 有名な 「人民の、 人民に よる、 人民の ための 政府が この 地上より 消 
滅 せざる こと を …… 」 という 言葉で 終って いる。 

1865 年リ ン カーン は 大統領に 再選され、 3 月 4 日ヮ シン ト ンの 国会 議事: 
堂の 広場に は、 四 万 近い 人び とが 就任式 を 見に 集まった。 この 日の 演説で リ 
ン カーン は、 奴隸 制度の 罪が 戦争 を もたらし たこと を 激しい 口調で 語り、 戦 
いの 終った 4^ は、 国の 傷 をい やし、 戦死者 や 遺族 をいた わり、 永遠の 平和 を 
回復すべき こと を 述べた。 

おのおのの 演説に ついて、 当時の 状勢、 準備、 会場の 雰囲気、 演説の 態 
度、 演説の 内容、 聴衆の 反響、 リンカーン 自身の 評価、 新聞の 論評が くわし 
く 叙述され ている。 著者 は 一章 を さいて、 大統領の 就任式の 演説に ついて、 
その 起り、 目的な ど を 歴史的に 論じて いる。 附録と して、 クーパー. ュニォ 
ン、 ゲテ イス バーグ、 就任式の 演説の 全文が のせられ ている。 

これら 三つの 演説の 分析 を 通じて、 われわれ は その 背後に ある リ ンカ一 
ンの 偉大 さ を 感じさせられ るので ある。 

著者 は 有能な 弁護士、 歴史家で、 ニューヨ-ク 州 裁判所に 35 年 も かよ 
つた という 経歴 を 持ち、 Civil  War  Round  Table  of  New  York  ；  the  Man- 
uscript Society  ；  Illinois  State  Historical  Society などの 会員 ある。 

-  (一般） —— 第 34 号、 1956 年 1 月 —— 
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丄 e.  Randall  ：    MR.  LINCOLN 

J.  G. ラ ン ダル 著 大統領 リンカーン （仮題） 
N.  Y.,  Dodd,  Mead.  1957.  392  pp.  $  6.50 

リンカーン 伝 はこれ まで、 伝記の 多い といわれる アメリカ でも、 一番 多 
く 出版され たもので あるが、 この Mr.  Lincoln は、 従来 見落され ていた リ 
ン カーンの 一面 を とらえ、 リ ン カーンに 新しい 解説 を 試みて いる 点で 異色 あ 
る 伝記と いう ことが 出来よ う。 

だいいち、 従来の リ ン カーン 伝記作者と して 知られた ニコ レイ や ヘイ そ 
して チャーン ゥッ ド、 サンド バーグ、 ベン' トマスな どが 優れた もの を 遺し 
ている にもかかわらず、 大部分 は 1860 年 以前の リンカ— ン、 すなわち 大統 
頷 就任までの 時代に 重点 を 置いて いる。 ところ 力';、 この Mr.  Lincoln 力、； 
力を入れて いるの はむしろ I860 年 以後であって、 リ ン カーンに 関する 知識 
を 深める ために、 また、 アメリカ 史 編纂の 上に 偉大な 貢献 をした ことになる。 

さらに、 いままでに 描かれた リンカーン は どちら かとい えば、 ロマン テ 
ィ ックな 雲につつ まれた ような、 超 人間的な 印象 を あたえる ものば かりで あ 
つたが、 ランダル はこうい う 傾向 を 見事に 破り、 史実に 忠実に という 方針の 
も とに 書いて いる。 政治家と しての リ ン カーン を 歴代の 大統領の 中で も 中庸 • 
をと る 賢い 人、 政策の 可能性 を 鋭 く 判断 出来 る 力 を 持った 人 と し て描レ 、てい 
る。 この 点で、 ランダル は リンカ— ンを、 つくり 話 や 迷信 的な 存在から 救い 
出した 恩人と いう ことにな ろう。 この 本の 批評 をお こなった 評論家の 一人 は 
「歴史が 多すぎて、 人間 リンカ— ン がすくな すぎる」 と 述べた ほど だが、 こ 
れは こ の 本の 調子 と 内容 を 適確に 衝 いた ものである。 

最後の 章 "God's  Man" に ランダルの 死後 〔1955)、 カレント 教授 
(Richard  N.  Current) が 他の 数人と 力 を あわせて 完成した 部分で、 リ ンカ 
ーンの 聖書 や シェーク スピアへの 傾倒、 深い 信仰な ど、 精神 面に ついての 生 
活を とりあげ ている。 その他、 リンカーンの 結婚、 軍司令官 としての 業績、 
彼 独特の ユーモア、 雄弁な ど、 多方面に わたって 目新しい 事実の 数々 もこの 
部分に 収められ ている。 

リ ン カーンに ついて 学べば 学ぶ ほど、 われわれ は 彼の 偉大 さに 驚異の 目 
を 見張る。 とも 力、 くも、 これ はこれ まで 一冊に まとめて 出版され た 本の 中で 
は 最もよ いという 折紙 も 何人 かにつ けられて おり、 と く に 力 レン トは 「この 
本 は リンカーンの レントゲン 写真 だ」 という 讃辞を 捧げて いる。 一般 も 専門 
家 も 面白味 を 感じる 本で ある。 （一般） —— 第 51 号、 I957 年6 月 —— 
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Arthur  Bestor,  David  C.  Mearns,       Jonathan  Daniels  : 

THREE  PRESIDENTS  AND  THEIR  BOOKS 


ァ 一 サ — • ベスター 

ディ ヴィ ッ ド 'マ— ン ズ 共著 三人の 大統領と その 読書 （仮題） 
ジョナ サン • ダニエルズ 

Urbana,  111.,  University  of  Illinois  Press.  1955. 129  pp.  $2.50 

読書 は 「たましいの 糧丄 「信念の 父母」 と言われ ている。 ァメ リカの 大 
統領の なかで、 政治 思想 史の 上で、 とくに 目立って 大きな 存在で ある トマス 
'ジ エフ ァ ソン、 エイブラハム' リンカーン、 フランクリン' ローズ ヴヱル 
トは、 どんな 本 を どのように 愛読して いたであろう 力、。 本書 は、 この 問題に 


実 的な 本に 注目した。 だが、 この 二人 は、 ともに 有名な 蔵書家であった。 ジ 
ヱファ ソンの 蔵書 は、 今日の 国会図書館の 母体と なって いる。 ローズ ヴヱル 
ト も 蔵書家と いう 点で は、 現 4^ の 出版物 ィ ンフ レ―シ ョ ンを 考慮に 入れても、 
ジェ ファソ ンに おとらない。 

ところ 力' ヽ リンカ一 ン はこの ような 蔵書家で はない。 彼 は 独立独歩の 人 
で、 正規の 教育 を ほとんど 受けて いない。 だから、 彼 は その 知識 を 主として 
読書に よって 得た。 読書 は 彼の 生涯に おいて、 きわめて 重大な 意義 を もつ。 
そこで、 リンカーンの 伝記 作家 は、 彼の 読書に ついて いろいろ 書いて いる。 
神話に 近いよ う な 話 すら 作り出し ている。 

リ ン カーンの 読書 歴 について、 最も 信頼のお ける もの は、 口 パー ト • ト 
ッド' リンカーン 文献で ある。 これ は ヘンリー' ハーンドンが 収集した もの 
で、 1941 年 国有と なった。 本書の 著者 マ— ンズ は、 国会図書館の 資料 課長 
で、 この 文献の 管理者で ある。 これに 全面的に 目を通し、 幼時から 晚年 にい 
たる、 リ ン カーンの 読書 歴を 書き あげてい る。 子供の 頃ィ ソ ッ プの 「寓話 丄 
「天路歴程」、 「ロビンソン. クル一 ソ一」 など を 愛読して いたと いう 話から、 
青年 リンカ— ンが 文法、 数学、 測量、 法律、 歴史、 伝説、 宗教、 哲学、 ，古 

典、 小説、 詩、 新聞、 政治な どの 各 分野に おいて、 どのような 書物 を 読んで 
いたかに ついて 詳しく述べ ている。 


、ま 『 


ついて 考証して いる 


まず、 ジ ヱファ ソンと ローズヴェルト である。 この 二 
人の 読書 傾向 は 異なる。 ひろく 知られて いるよう に、 ジェ 
ファ ソン は ヒューム、 モンテスキューの 著作の ような 思索 
的な 本 を 好み、 ローズ ヴヱル トは マハンの 著書の よ う な 現 


リ ン カーンの 読書 生活に ついては、 その 友人 や 近隣の 人び との 証言が さ 
まざ ま 参照され ている が、 いずれも 少しずつ 食いち がい， 決定的な こと は 言 
えない ようで ある。 ただ 結論と して、 リンカ— ンは 「多読の 人で はなく、 む 
しろ 思索の 人であった」 という ことができる であろう。 

この 本 は、 イリノイ 大学の 図書館学 部で 主催され る 口 —レンス' ウィン 

ザ 一 教授 記念 講演 を 編集した もので、 Books  and  the  Mass  Market につ 

ぎ、 同学 部の 企画に よる 叢書の 第五 巻と して 出版され たもので ある。 （専門） 


もし リンカーンが 今日 生きて いたら ？ 

坂 西 志 保 

"もし リンカーンが 4^ 日 生きて いたら？" という 課題 は、 魅力的で ある 
と 同時に、 何 か 人 を じらせ、 焦燥の 苦しみ を 味わせ る ものである。 というの 
は、 この 偉大な 人物が 生れてから 150 年、 56 歳で 凶漢の 手に 倒れてから 94 
年 たった今 日、 私たち は、 彼の 終生の 戦いと 死 は 決して 無益でなかった、 と 
ほこら かに 報告したい。 自由と 人間の 権利の ために、 彼 ほど 勇敢に 戦った 人 
物 はない といって よいであろう。 1 セン ト 銅貨に 刻まれて いる 彫りの 深い 思 
索 的で 厳しい 顔と "自由" という 文字 を 眺めて、 この 1 世紀 半の 間に 人類 は、 
彼が 高く かかげた 遠大な 理想に 向って どれ だけ 前進し たかを 考え、 ひどい 焦 
燥の 感に 襲われる ので ある。 

ァメ リ 力の 標語に "どこへ 行く のか わからな いが、 前進して いる こと だ 
け は 確か だ" というの が ある。 往来の はげしい 道路に は、 草が 生えない。 坐 
るな、 立ち止まるな、 ただ 進め、 進めと、 誰に 命じられた のか、 私たち は 息 
を 切らして 走って 来た。 しかし、 リンカーンが 生命 を かけて 護ろうと した 理 
想 は、 どうな つたので あろう 力 \> 自由の 敵 は 疲れ もせず、 衰え もせず、 戦、 况 
は 依然として 険悪な ので ある。 であるから、 いま リンカーンに 会うなら" た 
しかに 前進し ました。 だが、 どこへ 行った のか 皆目 わかりません" と 報告し 
なくて はならない。 

リ ン カーンが 大統領 候補に 指名され た 時、 選挙運動 のために 彼の 伝記 を 
編纂し なければ ならなかった 友人の スク リ ッ ブスが 訪ねて 来た。 貧困の 中に 
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生い 立った 天才 的な 少年と いう 風に 書き あげない と、 宣伝に ならない。 彼の 
問に 答えて、 リンカ一 ンは、 トーマス' グレーの 挽歌の 1 節 を 引用して" 貧 
しき 者の 短い 単調な 年譜" といって いる。 ケンタッキー 州の 低地に 生れた 彼 
の 最初の 記憶 は、 山から 突然 襲って 来た 豪雨が、 折角 蒔いた 種子 を、 肥えた 表 
土と ともに 洗い流して しまった ことであった。 父の ト ムが 手製の 鍬で 耕 やす 

後に ついて、 幼い リンカーン は、 南瓜の 種子 を 2 粒ず つ 落して いったの であ 
つた。 水 は ひいた が、 狭い 畑 は 岩 や 石ころで おおわれ、 どうに もなら ない。 
家族 は 僅かの 家財 を 背負って、 新しい 土地 を 求めて この 谷間 を 脱出した ので 
あった。 当時の 彼の 思い出 は、 狩 野 川 台風 後の 伊豆 地域 を 思わせる ので あ 
る。 貧しい 人々 の 年譜 は、 今日で も 続けられ ている。 

社会の 混乱と いう 点から 見る と、 1850 年代の アメリカと、 今日の 日本と 
はよ く 似て いる。 もちろん、 問題の 種類 も スケール も 違う。 アメリカ では 一 
方に おいて は 自由 農業と 提携して 盛り 上って 来た 北部の 工業が あり、 他方 奴 
隸を 使って 繁栄して いる 南部の 農園 制度が あった。 そして、 これ は、 単に 2 
つの 相異 つた 生活 形態で ある だけで はな く  、 その 背後に ある 思想の 相違に も 
基づく ものであった。 従って、 早晩 衝突す る 運命に あり、 事実 衝突した ので 
ある。 リンカーン は" もし 家 分れ 争わば、 その 家 立つ こと 能わざる べし" と 
いう 有名 な 演説で 不和 と 派閥の 争い に 対 して 警告 を 発 している。 

もし リンカーン が 現在の 日本に おいて の 政界 の 争い を 見るならば、 同様 
の 警告 を 発した であろう。 合衆国の 南北 諸 州の 争いと くらべる と、 日本の 保 
守と 革新、 あるいは 保守党 内の 勢力 争いな ど、 ものの 数で はない。 しかし、 

リンカーン はすで に 20 代で、 イリノイ 州の 政界で 鍛えられ ていた。 州 議員 
'に 立候補して、 落選した の は 彼が 23 歳の 時であった。 2 年後に 再度 立候補 

したが、 今度 は 保守、 革新 両党の 連立 候補者であった から、 政策の 声明 もし 
なかった し、 選挙運動 もしなかった。 郵便局の 仕事と 測量に 出かけ、 土 木工 
事が あると 仲間に 入って ツル ハシを ふるい、 取 入れ 季節な ので、 村で は 麦 刈 
の 集団に 加わった。 誰よりも いちばん 早く 仕事 を やる ので、 リンカ— ンは、 

この 人た ちの 票 を みんな »f した。 そして、 当選す ると、 友人から 2 百 ドル 
借り、 新しい 身分に ふさわしい 服装 をと とのえ た。 政治の 分野で は "能力と 
創意と 誠実が 大きく もの をい う" と、 若い リンカーン は 考えた のであった。 

議員と しての 仕事 は 道路 を 新設す る、 橋 を かける、 学校 を 建てるな どが 
主と なり、 議員 は、 州 全体の 住民の 福祉より、 自分の 選挙区に 対する 責任 だ 
け を 考えて いた。 そして、 結局 掛 引きの 上手な 人が 名 を 売り、 ほんとうの 政 
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治 的 才能 を もった 人 は 浮き 上って しま う。 これ は 現在で も 改められな いでい 
るが、 潔癖な リンカーンに とって は 耐えられなかった。 彼 は 友人に "私 は 意 
気が 沮喪して しまって 正直な ところ、 ここにい るより 世界の 他の どんなと こ 
ろに でも 逃げ出して 行きたい" と 書き送つ ている。 

し 力、 し、 州 立法 庁での リ ン カーンの 経験 はかけ がえ のない ものであった。 
陳情、 説得、 妥協、 掛 引きと、 政治の 技術 を 身に つけた。 しかし、 彼が 普通 
の 政治家と 違った 点 は、 このような ことが 政治の 全部で ない という こと をよ 
く 心得え ていた。 彼 は 一年生 議員と して 1 つの 悪 を 克服す るた めに 望ましく 

ない 手段 方法 を 使う の は、 2 つの 悪 を 育て あげ、 それが 鼠算 式に ふえて 行く 
の をよ く 知っていた。 政治 生活の 根本 は 党の 統一で、 これが 勝利の 第一条 件 
だと 考え "分裂して いる 家 は 立ち行く ことが 出来ない" と 説いた。 彼 は 20 
年後に この 言葉 を 再び 使って 連邦の 分裂 を 食い止めよ う と したので あった。 

リ ンカ— ン はこの よ うな 自分の 政治的 信念が、 自分 を 苦しい 羽目に 追い 
込む の を 嘆かずに はいられなかった。 "私 は、 自分 を 出し抜き、 自分の 恋人と 
結婚す る 友人の 付添い を させられる 男の よ う に、 さんざんな 目に 遭わされる" 
ともい つてい る。 彼 は、 党の 調和の ために いさぎよく 自分の 野心 をお さえ、 
いつも 調停者の 立場に おいてい たが、 いつまでも 裏面に とどまつ ている つも 
りはなかった。 政界で 鍍 えられて 行く につれ、 彼 は 忍耐と 自制 を 身に つけ、 
敵に 対して 誠実 を もち、 他人に 機会 を 与える とともに、 自分に 対して 当然 与 
えられるべき ものと 考えた こと だけし か 要求し なかった。 

若い リ ン カーンが 僅かな 政治の 経験で はっきりと 身に つけた こと を、 世 
界の 人類の 多く はま だ 自分の ものにし ていない。 宇宙 時代と いうのに、 地上 
の 政治 は 大して 進歩して いない。 もちろん、 国際政治の 面で は、 国連に よつ 
て 示される 国際 世論に よって 平和 機構が 生まれた。 これ は、 リンカーンが ァ 
メ リカ 合衆国の 連邦政府に 期待して いた 理想であった。 州 権 を 十分に 尊重し 
ながら も、 連邦 は 単なる 共同体で はなく、 永続 的に 断ちが たいきず なによ つ 
て 結ばれて いると いう 信念であった。 もちろん、 国際政治の 底流に は 依然と 
して 権利 政治の 色彩 は あるが、 それでも、 リンカーンが 国連の 総会に ァ メリ 
力 の 主席 代表 として 出席す るなら ば、 公共の 原理 と 共通の 土台の 上に 立って、 
国際問題 を 処理し よ う と している その 努力 は 認めて くれる と 思う。 

国際政治 は ある 点まで 前進した とすれば、 リ ン カーンの 国民の 国民に よ 
る 国民の ため の 政治 という 高レ 、理想の も と に 打 建て られ た新與 民主主義 国 
は、 どうも 及第し そうに も 思われない。 それ は 議会政治への 信仰と もい つて 


よい もので、 どのような 意見の 相違が あっても、 国家と 国民の 利益に ついて 
は 共通の 考え を もち、 国家と 国民への 奉仕 を 党利党略よ り 優先的に 考える と 
いう 態度な ので ある。 これがなくて は、 議会政治 は 健全に 運営 出来ない。 議 
会 政治の ルール を 確立 させた の は リ ン カーンで あると いっても 過言で はない 
と 私 は 思う。 

先に 合衆国の 南部と 北部の 生活 形態の 相違に ちょっと 触れた が、 1788 年 
に 憲法が 制定され た 時、 州が 連邦から 分離 脱退す る 権利が あるか ど う か につ 
いて は 論議され なかった。 南部に も、 北部に も 州 は 連邦に 加入す る 権利 も 脱 
退す る 権利 ももって いると 考えた 人が 相当数い たこと は 事実で ある。 リ ンカ 
—ンが 大統領に 就任した 時、 南部 はすで に 分離し、 連合 を 組織して いた。 4 匕 
部に も 分離 は 当然と 見なす 人た ちがいた。 彼 は 分裂した 国民の 首と して、 不 
安定な 地位に いるのに よく 気がつい ていた。 リンカ— ンは、 大統領と して 就 
任した 自分 は 連邦と 憲法 を 救う ことで、 南部の 奴隸 制に 干渉す る ことで はな 
いと 考えた。 そのため 彼 は 形勢 傍観 主義者 だと か、 日和見 主義者と して ひど 
く 非難され た。 これ は 興奮した 人た ちの 誤解で、 リンカーンが 明かに した こ 
と は、 立憲主義の 原則であった。 それ を 簡単に いうなら、 政府 は 各 州の 奴隸 
制に 干渉す る 権利 も、 計画 も 持って いない。 州 権 は どこまでも 侵害す る こと 
なく 維持したい。 憲法 は 逃亡した 奴隸を 持主に 返す こ と を 規定して いる。 
この 憲法 上の 誓約 を 連邦政府 は 強行す る。 し 力 、し、 憲法に 明かに されて いな 
いこと について は、 多数の 判断が 受け入れられなければ ならない。 そうでな 
いと 無政府主義に 走って しま う ことになる。 連邦 脱退の 中心思想 は 無政府 主 
義の ものである。 憲法に 基く 制限に 拘束され、 意見と 感情の 変化に 歩調 を 合 
わせて 変化して 行く 多数 者 こそ、 自由な 人民の 唯一の 主権者な ので ある。 こ 
れを 受け入れな いもの は 専制 主義に ゆかざる を 得ない。 従って、 少数者の 
支配 は、 民主主義の 国で は 許す ことが 出来ない、 と リンカーン はいう ので あ 
る。 彼 は、 静かに、 し 力、 し、 厳然として 立憲政治の 精髄で ある 合理的 討議 を 
要請した ので ある。 "内乱と いう 重大な 問題 は、 諸君の 手中に あるので、 私 
の 手中 にある ので はない。 政府 を 破壊す る と 諸君 は 天 に 誓約 して はいない と 
思う 力、 私 は 政府 は 維持し 保護す るの を 誓約す る" と 語って いる。 しかし、 
彼の このよ う な 懇願 は 無視され、 内乱 は 避けられな いものと なった ので ある。 

この 多数 者の 権威の 認識 は その後 守られた であろ う か。 第二次大戦 を 引 
き 起した 非 立憲 的な、 また 高圧的な 行動 は、 私が 説明す る 必要 はない。 ゾン 
カーン は 就任 四 年間、 恐ろしい 内乱に 遭遇し、 その 間に 憲法 を 無視し、 独裁 
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政治 を やる 機会が あり、 また ある 時 は 内乱 を 鎮圧す るた め、 憲法の 拘束 を 放 
棄 する ように すすめられた ことが 度々 あった。 し 力、 し、 彼 は 頑強に それ を 拒 
み、 戦争と 正常の 統治と を 同時に 遂行した。 それが どんなに 困難で、 議会と 
力す るのに どれほど 苦労した か、 リ ン カーン を 研究した 人 だけが 知ってい 
る こ とか も 知れない。 

ここで もまた 私たち は 恥 かしくて、 リ ン カーンに 顔向け 出来ない よ うな 
こと を 平和 時に やって いる。 少数者の 意見に 耳 を 傾ける こと を 忘れ、 穏 かに 
説得し 合う 態度 を 失って いる。 多数党 は 権力と 数に もの をい わせて、 強引に 
自分た ちの 意志 を 通そうと する。 少数党 は あらゆる ことに ソッポ をむ き、 頭 
から 否定的な 態度 をと り、 実力行使に 出ようと している。 これで は 立憲政治 
は 全く 行 きづまり、 議会政治 は 運営 出来ない。 リンカーンが どこまでも 共通 
の 土台の 上に たち、 話し合い、 激突 を 避けよう とした あの 態度 を、 私たち は 
改めて 学ばなければ ならない。 

最後に 私 は、 リ ン カーン ほど 自由 を 擁護す るた めにあら ゆる 受難 を 耐え 
忍んだ 人 はない といいたい。 彼の 閣僚た ちで さえ 陰謀 を 企てたり、 彼の 意志 
を 無視 して 勝手な こと を した。 大統領の 権限 を 無力 化しよ うとしたり、 彼の 
知性 や 人格 を 傷つけ たりす るの は、 当時 当り前の ことのよ う になって いた。 
軍人に いたって はもつ とひ どかった。 北 軍の 気勢が 上らず、 大統領が 最後に 
は 作戦 計 If を 自分で 考え出さなければ ならない ような 羽目 に追レ 、やられた の 
であった。 そのような 状勢 下にあって、 リンカーンが とった 寛大な 態度 は、 
人間業 を 超越した ものであった。 閣僚 を 追放す る こと もせず、 軍の 司令官の 
更迭 も 考えず、 相手の 善意 を 信じ、 どこまでも 忍耐 深く 説得し ようと 努めた。 
ぐうたら の 司令官に 手 を 焼きながら、 最も 有能で、 信頼 出来る グラント 将軍 
が 戦果 を あげて はいるが、 ちょっと ひまが あると 酒び たりに なって 困る、 と 
文句 をい うと "将軍の 飲んで いる 酒 を 少しもら つて 来て くれない かね。 他の 
将軍た ちに 飲ませた いんだ" と、 リンカーン はいった。 

チヤ —ルス. ビア— ドは 『共和国』 と 題す る 著書に "1861 年から 1865 
年の 間に、 北部の 新聞の 紙面から とる だけで も、 リンカーン に対する 悪口、 
非難、 また 烈しい 批判 は 50 冊の 大型の 本になる ほどた くさん ある" といつ 
ている。 しかも、 あの 悲壮な 南北戦争の 間、 新聞の 発行 停止と いう こと は、 
ほとんどなかった ので ある。 大統領に 対する 非難 攻撃が 士気 を 沮喪 させ、 戦 
局 を 至極 不利に したの をリ ン カーン はよ く 知っていた。 や 出版の自由に 
対し、 彼 は どこまでも 寛大な 態度 をと り、 大衆の 良識 を 支持し、 干渉す るよ 
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う な ことはなかった。 政府に 対し 自由に 意見 を 披歴す る 市民の 権利 を 彼 は そ 
れ ほど 重大視して いたので ある。 同時に、 また 彼 ほど 個人的な 感情 を 公の 問 
題と 完全に 切り離し ていた 人物 はない といって よいであろう。 

私 は 先に、 政治と は 国家 国民への 奉仕 を 優先的に 考える のが、 民主政治 
の 原理 だと 述べた。 これ を 最もよ く 現わした リンカーンの 態度 は、 戦時中に 
行われた 大統領選 拳 について である。 彼 は界選 されない こと も あり 得る と予 

測して、 も しそうな つたら 11 月 3 曰の 選 拳の 曰から 翌年 3 月 4 日まで "連 
邦 を 救うた め、 当選者と 協力す るの が 自分の 義務 だと 考える" と 述べて いる。 
幸い 彼 は 当選し、 連邦 を 救う ことが 出来た。 彼 はまた "も し 人民が 熟慮の 結 
果、 国家と 自由 を 失って まで も 即時の 和平 を 得たい と 決意す るなら、 それに 
反抗す る 権限 も 権利 も 自分 はもって いない" といって いる。 

立憲政治と 国民の 自由 を 真剣に 考える 政治家 はもち ろん、 個人 も、 4^ 日 
改めて リ ン カーン を 思い、 彼から 学ばなければ ならない ので はなかろう 力、。 

(了） 

歴史的 偉人と しての リンカ一 ン 

沢 田  謙 

私の 少年 時代に "東西 英雄 番付" という のがあった。 豊太閣 とナボ レオ 
ンと 力、 曰 蓮と ル— テルと、 似 かよった 東西の 人物 を 取組 ませて、 論評す る 
ので ある。 

西郷 隆盛に は、 ガリ バル ジが 取組 ませて あった。 私 は 変 だな と 思った。 

西郷は 維新 三 傑の 一人、 ガリ バル ジはィ タ リ —建国の 三 傑の 一人で ある 
力、;、 二人 は 性格が まるでち がう。 西郷は ガリ パル ジ のよう な 単純な 男で はな 
かった。 ガリ パル ジも 純情 愛すべき 好漢に はちが いないが、 西郷に 見る ごと 
き、 茫洋 たる 偉大 さ を もっていない。 

私 は 西郷に 比すべき 偉人 を 求めるなら、 リ ン カーン を おいてな いと 思う。 
リンカーンなら その 人物の 大きさと いい、 深さと いい、 大西郷に くらべて 決 
して 見劣り しない。 

赤 児の ごとく 純真で、 しかも 底に はかるべからざる 機略 を 蔵し、 時に 尋 
常の 規矩 を 逸して いるよう で、 大局 はっかんで 放さず、 山 湖の ごとく 澄み， き 
つていて、 そこに 謎の ごとき 神秘性が あると ころな ど、 西郷と リンカ一 ンは 
まさに 好一対で ある。 


ふ し ぎな こ と に 二人 と も 巨大 漢 であった。 

西郷は 上野の 銅像に 見る ごとく、 堂々 たる 大兵 肥満であった。 かって 江 
戸城 明 渡しの 談判の ことで、 急に 京都まで 往復せ ねばならなかった が、 困つ 
たの は あの 巨嫗を はこぶ カゴ だった。 やっと 島津 家のお 抱え 力士、 横綱 陣幕 
の カゴを かりて、 まにあわせ たという。 いっか 陣幕と 体 を くらべて みたら、 
身長、 体重と もに 似た ものだった が、 房 幅と 厚みに 西郷 がむ しろ すぐれてい 
たと 伝えられる。 

リ ン カーン は、 体重 こそ 西郷に 劣っても、 身長 ははる かに 西郷 をし のく、、、 

1.95  メートルの 巨人だった。 痩せて いるよう に 見えた の は、 あまり 長身 だつ 
たからで、 肩幅な ど はガッ シリと 広く、 それに 無双の 力持ちだった。 

生れた の は 人の 知る ごとく、 ケン タツ キーの 開拓地の 荒 地に ボ ッンと 立 
つた 丸太小屋で あつたが、 森の なかで、 屈強な 男が 三人 いっしょに 斧 を ふる 
つてい るよ うな 音が すると、 

「おや、 ェ イブが また 森に はいった な」 

と 人び と 力'; い う ほどであった。 

面白い ことに、 リンカーンが 政界に 進出した の も、 この ものすごい 腕力 
のお かげだった。 ニュー' セィ ラムと いう 村の 雑貨店の 番頭に なって まもな. 
く、 近郷 近在で "荒 牛" と 恐れられ ていた 若者と、 レスリングの 試合 を し 
て、 みごとに 打ち倒した。 これで 一躍 村の 人気者に なり、 あいつ は 強い 上に 
正直で 学者 だ。 ひとつ 州 議会に 出 そうじゃ ないかと、 青年団の 連中が かつぎ 
出した のが 始めで ある。 

リンカーン も その 巨軀と 腕力が 自慢で、 大統領に なつてから も、 すこし 
背の 高い 人に 会う と、 背 くらべして 打ち 與じ たもので ある。 

だが 対比すべき は、 むろん そんな 体軀 のこと ではない。 その 生涯 を かけ 
た 政治 目標で ある。 その 点、 二人 は 奇しくも 規を 一にした。 力';、 これ はの ち 
に 詳しく のべる。 

リ ン カーンが ィ リ ノ ィ州 議会 議員に なった の は、 25 才の 時だった。 それ 
から 彼 は、 測量技師 を やったり、 郵便局 長 を やったり しながら、 独学で 法律 
の 勉強 を はじめた。 郵便局 長と いっても、 彼 自ら 「その 郵便局 は 僕の 帽子の 
なかに あった」 といって いるぐ らいで、 局員 もない、 配達 夫 もない。 郵便局 
すらなかった。 週に いくど かと どく 郵便物 を、 彼が 帽子の なかに 入れて、 く 
ばって 歩く という 郵便局 長であった。 

28 才の 時、 彼 は 弁護士の 資格 を と り 、 州の 首府 ス プ リン ダフィー ル ドに 


出て 開業した。 当時 彼の 属する ホイ ッグ党 は 少数党だった が、 いずれも そろ 

つての っぽだった ので、 世 はこれ を 長身 9 人 組 （Long  Nine) とよんだ。 リ 
ン カーン は その 急 先 鉢と して、 まもなく 民主党の ダグラスと 並んで、 ィ リノ 
ィ州 議会の 双 壁と いわれる よ うにな つた。 

ダグラス もまた 身 を 微賤よ り 起した 自助 カ行の 偉才で、 リンカーンより 
4 才の 年下で あつたが、 学校 教師と して 糊口す るかた わら 法律 を 修めて 弁護 
士 になった。 そして 州 議会に 議席 をうる や、 たちまち 頭角 を あらわした。 

低 身 肥満の ダグラスと、 長軀 痩身の リンカーンと は、 まことに よい 対照 
であった。 生れな がらの 野人で、 脱俗の 風の ある リ ン カーンが "A.Liiicoln" 
と 白い 系で 印 をつ けた 大きな コ一 モリ 傘 を ぶらさげ、 やせ 馬に またがって、 
相 変らず 田舍の 巡回 裁判所め ぐり をして いる 時、 ダグラス は満々 たる 野心 
と、 縦横 往く として 可なら ざるな き 才腕と を もって、 まっしぐらに 出世 街道 
を 突進して いた。 

当時 ス プリ ングフ ィ —ル ド 第一の 富豪と いわれた ェ ド ワーズ 邸に、 先妻 
の 娘で メ ァ リー' トツ ド という 女が 帰って来た。 21 才の 才色兼備の 婦人で、 
そのころ 珍ら しい 大学 出で あつたが、 とても 気位が 高く、 将来 大統領になる 
ほどの 男 で な ければ、 絶対に とつがない といって いた。 

では メアリ一 の 選ぶ の は 誰だろう 力、。 誰し も ダグラスに 目 をつ けた。 と 
ころが 意外に も、 彼女の 選んだ の は、 あのの っぽで 不器用な リンカ— ン だつ 
た。 ふしぎな 女性の 本能と でもい うべき 力、。 

だが これ はメ ァ リ —のめが ねち がいの よ う に 見えた。 結婚して から も、 
リンカ— ンは栢 変らず 牛の ように 愚直で、 鈍重で、 38 才の 時、 やっと 国 会議 
員に はなった が、 中央で はちつ とも 認められず、 わずか 一期 だけで、 再出 馬 
を 断念せ ねばならなかった。 力、;、 胞 中に 野心の かけら も 持ち合せぬ リンカ— 
ンは、 平気な つら をして、 相 変らず 田舎 廻りの 弁護士 を やって いた。 

この間に ダグラス は、 た ゆまぬ カ行と あくな き 大望と によって、 着々 と 
立身の 梯子 をの ぽ り つつあった。 年少に して 国会議員に あげられた ダグ ラ ス 
は、 権門と 結び、 勢家に 附 して、 自ら も 巨万の 富 を つんだ。 そして 多数の 奴 
隸を 所有す る "南部 紳士，， の 娘と 結婚して、 ヮ シン トンに 宏壮な 邸 を かまえ、 
今では 民主党 第一の 実力者と なって いた。 

ところが ここ に奴隸 問題が 界燃 した。  ' 

奴隸 制度 はァ メ リ 力 の 古い 問題で あるが、 ミ ズ リ —州が 合衆国に 加入 し 
た 時に、 やっと 南北の 妥協が 成立し、 ミ ズ リ —州に は奴隸 制度 を 認める かわ 
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り に、 今後 北緯 36 度 30 線より 北に は、 奴隸 制度 を 認めぬ という ことで 折れ 
合い、 これで 小康 を 保って いた。 

ところが 1854 年に、 ネブラスカ、 キャン ザ スのニ 州の 合衆国 加入 問題 
が 起る と、 かねて 大統領への 野心に もえて いた ダグラスが、 自ら 委員長で あ 
つた 地位 を 利用して、 強引に この 二 州に も奴隸 制度 を 許そうと した。 二 州 は 
36 度 30 線よ り 北に ある にもかかわらず。 

この 横紙破りに、 天下 は 騒然と なった。 今まで 田舍 弁護士で くすぶって 
いた リンカーン も、 久しい 沈黙 を 破って、 立たざる をえなかった ので ある。 

運命 はまこと に 皮肉で ある。 メアリ— との 結婚 当時から、 はやく も 競争 
者と して、 同じ 人生の 走 場に 立た しめた 運命 は、 今 また 国家の 土台 を ゆすぶ 
る大 問題に 当った、 この 二人の 宿敵 を 相 合せ しめたの である。 

もし 争う 相手が ダグラスで なかったら、 リンカーン などと いう 名 は、 州 
外に はお そらく 知られずに 終った だろう。 ところが ダグラス は 民主党の 事実 
上の 首領で あ り、 誰の 目に も最 も 有力な 大統領 候補 と 認められ ていた。 

この ダグラスと、 国会の 上院議員 選挙 を 争って、 リンカ— ンは 破れた。 
お、 あくまで 正義 を 守って 屈せず、 いかなる 強敵に も ひるむ ことなく 立ち 向 
う、 この 毅然た る 姿が、 世人に 深い 印象 を 与えた。 

ダグラス はずん ぐり の 小男だった ので 世 はこれ を "小さな 巨人" （Little 
Giant) と 呼んで いた 力';、 リンカーンの 出現 を 見る と、 「これが 本当の 巨人 だ」 
といって 喝采した。 

この ころに なると、 奴隸 問題 はすで に、 国家の 存立 を ゆすぶる、 険吞な 
問題に なって いた。 しかも それ は、 単に 奴隸を 許す かどう かとい う、 単純な 
問題ではなかった。 それ は 複雑に して、 しかも 多面的なる 問題であった。 

第一に こ れは 道徳上の 問題であった。 自由と 人権 を 建国の 大義と する ァ 
メリ 力で、 人間が 人間 を、 牛馬の ごとく 売買し、 ムチを ふるって 使役す ると 
は 何事で あるか。 だが これ は 大義名分 である。 奴隸 問題 は 第二に、 経済 上の 
問題で もあった。 

気候が 寒冷で 地味の やせた 北部で は、 白人 自ら 森林 を ひらき、 原野 をた 
が やして、 始めから 自作農と して 出発した。 ところが ゆたかな 曰 光と 沃野に 
めぐまれた 南部で は、 最初から 大地 主として、 牛馬に 代るべき 安価な 労働力 
を 必要と した。 のちに 北部 は 小 中 地主から 工業と 商業に 移り、 南部 は タバコ 
の 耕作から 棉花の 裁 培に 変った が、 北方の 工業が、 ヨーロッパ 移民の 自由 労 
働 者 を 利と する のに 対し、 南方が 奴隸 労働 を 必要と する こと は、 昔と 変ら な 
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かった。 

第三に それ は 文化 上の 問題であった。 由来 北部に 移住 したの は 平民 的な 
新教徒が 主で あり、 南部に 根 を はやした の は 貴族 階級であった。 従って、 北 
部に は 日に日に 工場が たち、 資本主義 文化が 生れる ようになっても、 南部で 
は 依然、 封建 貴族の 風が 吹いて いた。 誇ら かな 南方 紳士 は、 北方の 町人 ども 
を 軽蔑し、 北部の 実業家 は 旧式な 南方 人 を 嘲笑した。 結局 それ は 新旧 二 文明 

の 衝突であった。 

第 四に それ は 政治 上の 問題であった。 資本主義の 発逹 につれ て、 北方に 

は 新 移民が う しおの よ うに 流れ こんだ ので、 人口 も 1 千 9 百万に 激増した の 
に 対し、 保守的な 南方の 人口 は 8 百万に とどまった。 ために 国会の 議席 数 
も、 南部 はやつ と 3 分の 1 を 占める にす ぎず、 それが これまで アメリカの 政 
治 を 牛耳って いた、 南部 政治家の 焦燥の たねと なった。 

第五に それ は 憲法 上の 問題であった。 元来 ァメ リカが 建国の 際 は、 13 の 
州が それぞれ 主権国 家と して 独立した ので あるが、 いざ 独立して みると、 13 
州 を 一つに する 政府がなくて は、 国の 存立が 危 いという ので、 連邦制度 をと 
る ことにな つたので ある。 が 合衆国 はで きても、 主権 は 各 州に あるか、 連邦 
にある かとい う 問題 は、 依然として のこった。 そこで 各 州に 主権が あると 主 
張す る 南部 は、 もし 中央政府が、 どうしても 奴隸 制度 を 許さぬ というなら、 
合衆国から 脱退して、 別に 新 共和国 をつ く ると いい 出した ので ある。 

こ う した 混乱した 背景 を もつ 南北の 対立であった。 なま はん かなこと 
で 解決で きる わけがない。 

ことに 1860 年の 大統領選 拳が 迫る につれ て、 危機感 はい よ レ 、よ 深刻に 
なった。 も し 大統領選 拳に 敗れたら、 南部 諸 州 は 合衆国から 分離す る とい う 
態度 を、 露骨に して 来たから である。  . 

いかにすべき か。 国民 は 奇蹟 を 待つ ように、 天 を 仰いで 長大 息した。 こ 
れは よほど 型破りな 人物でなくて は、 時局 は 収拾で きない。 

このと き 中西部の 平原から、 異様な 風貌 を もつ、 リンカーン という 野人 
力、;、 確乎 不抜の 信念 を もって、 予言者の ように 現われた。 これが 全米の 想像 
力 を 刺戟した。 

「そうだ、 あの 男なら やる かも 知れない！」 

も し 時勢が こ う した 危局で なかったら、 リンカ— ンは 到底、 大統領 候， 補 
などに あげられる 人物ではなかった。 共和党に は スヮ— ドだ とか チヱ— ズだ 
と 力 \ すぐれた 政治的 経歴 を もつ 有力な 大 先輩が いた。 リンカーン はたった 
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一度 国会に 議席 を もった にす ぎな \^  、。 

むろん 人物から いえば、 リンカーン は 古今 まれに 見る 大器であった。 だ 
が 時勢が かかる 大器 を 要求し ないならば、 自ら 進んで しゃ しゃり 出る ような 
男ではなかった。 

それ は 彼が ダグラスと 上院議員 を 争った 選挙戦の 最中だった。 リ ン カー 
ンが 停車場で 待って いると、 急に 夕立が ふって 来た。 二人 は 真暗な 貨車の な 
かに かけこんだ。 

この 時リ ン カーン は 20 年 前、 ニュー • セィ ラムの 雑貨 屋で 番頭 をして 
いた ころ を 思いだ し、 その 当時 最大な 野心 は、 州 議会に 出る ことだった とか 
いう 話 をした。 

「それから 後 わし も 多少 は 大きく なった さ。 でも 上院議員 を 争う なんて 
…… これ は みんな 友人た ちが やった ことです よ。 わしの 分に すぎた こ とで 
す。 ところが 妻 は、 どうしても 上院議員 になって、 それから 大統領に ならね 
ばな らんと いうん です か らね」 

そして 長い 膝 を 抱いた まま、 いかにも、 おかし そうに 声に 出して 笑う の 
だった。 

「考えて ごらん、 こんな まぬけが、 大統領になる なんて！」 
それが 彼の 本音だった。 彼 を 動かして いるの は、 明らかに 野心で はな か 
つた。 もし 奴隸 問題が これほど 嵐 を ふくんで いなかったら、 おそらく 彼 は 一 
生 を "中西部の 風 変り な 弁護士" で 終った であろう。 また それで 満足した で 
あろう。 

では 奴隸 問題に 対する リンカ— ンの 態度 は ど う だった か。 

1.  奴隸 制度 は、 その 現に 存 する 州で はこれ を 許す。 各 州の 自治権 は、 
憲法の 明らかに 認める ところ だから。 

2.  奴隸 制度 は、 現に 存 する 州より 外に これ を 拡張する こと を 許さぬ。 
人間 平等の 原則 は、 憲法の よって 立つ 基盤で あるから。 

3. 各 州が 合衆国から 分離す る 権利 は、 絶対に 否認す る。 各 州の 結合 は、 
憲法に ふく まれた 国是で あるから。 

このように、 彼の 信条 は 始めから はっきり していた。 それ は "国家の 統 
一" という ことであった。 これ はなん としても 守らねば ならぬ。 そのために 
は、 奴隸 制度に ついては、 彼 は 最大限の 譲歩 をお しまなかった。 

ここで ふたたび われわれ は、 大西郷 を 思い出さねば ならぬ。 西 郷が命 を 
かけて 戦った の は、 いうまでもなく、 幕府の 封建 政治 を 打ち倒して、 新ら し 
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い 日本^ 統一 曰 本 をつ くる ことであった。 その 目的 を 達する ために、 彼 は 
あらゆる も の を 犠牲に してお しまなかった。 天下 を 二分す る 戦争 をす らも。 

リンカーンの 目標 もまた、 統一 アメリカ を 建設す る ことであった。 南 ：！匕 
戦争 を、 奴隸 解放の 戦で あると いうの は、 まちがい である。 彼 は 国家 統一の 
大目 的 を とげる ために は、 彼の 大きら いな 戦争 を、 4 年 有余に わたって つづ' 

けて 悔いなかった。 

さてこう して リンカ一 ンカ S ついに 宿敵 ダグラス を 破り、 大統領に 当選: 
すると、 時局 は 急転直下した。 南部の 一新 聞 は、 リンカーン 当選の 記事 を 
"外国 電報" として 取扱った。 ある 地方で は、 雑誌 店が リンカーンの 肖像の' 
のって いる 雑誌 を 売る こと を こばんだ。 

当選 決定の 4 日 後、 南 カロ ライ ナ 選出の 上院議員 は、 連袂 辞職 して ヮ シ- 
ン  トン を 去った。  これ を 手始めに、 南部の 政治家 や 軍人が、 ぞくぞくと 引揚 
げを 開始した。 それに 閣僚に は 南部 出身者が 多かった ので、 ついでの こと 
に、 大蔵 卿 は 国庫から 巨額の 金 を 引出して、 南部の 軍資金に あてた。 陸軍 卿 i 
は、 兵器庫から 銃弾 薬 を かすめ 取って、 南部に 輸送した。 

大統領 当選から、 就任までの 間に は 半 力 年 ある。 やっと リンカーンが ヮ 
シン トンに 出て 来て、 大統領の 椅子に ついて 見る と、 もう 国庫 も 兵器庫 も 力 
ラ になって いた。 夜の 窓 を 開いて 眺める と、 海の ように 広く、 ボト マック- 7 环 
が 流れて いる。 その 対岸に は、 南部 連邦の 青い旗が ひるがえ つていた。 その 
時 南部 7 州 はすで に 合衆国から 分離して、 南部 連邦と いう 新 共和国 をつ く つ 
ていた。 そして 要塞と 軍費と 兵隊と を もって、 待ち かまえて いたので ある。 

こ う してつい に 南北戦争が 始まった。 

戦局 はいつ も 北 軍に 不利であった。 ことに ブル ランの 一戦に 敗北す ると、. 
敗 兵 は箅を 乱して ワシントンに なだれこみ、 国 都 は 一大 混乱に 陥った。 破れ. 
た 軍服、 血に しんだ 帽、 タン 力に のせられた 負傷 兵 —— 酒場 はたち まち 血 ま 
みれ の 軍帽の 渦と 化した。 

いつ 敵が ボト マック 河 を 渡って、 攻め寄せる かわからぬ。 市民 は 逃げ 仕 
度に 狂奔し、 閣僚 は 道 を 失って、 大統領に 蒙 塵 をす すめた。 

こ の 恐怖と 混乱の さ なかに あって、 ただ 一人 落着き 払って 動かぬ のが、 
リンカ— ン だった。 周章狼狽 する 閣僚の なかで、 彼 は 静かに 机に むかい、 前 
線の 司令官 を 叱 P 它 激励す る 電報 を かいていた。 
「ヮ シン ト ンを 救え ！ そ して 軍隊 を 救え ！ 」 

野人の 強さが この 時 はじめて 現われた ので ある。 


そうかと 思う と、 ある 戦場で、 2 万の 兵が 戦死した という 報が はいると、 
「2 万の 生 霊が、 1 日に して 去った のか！ わし は 辛抱で きぬ！ わし は 辛 
抱で きぬ ！ 」 

と、 多恨の リンカ— ンは 呼んで、 一夜 眠らず、 一日中 食事 をし なかった。 
泰山く ずるる とも 微動 だに しなかった 大西郷が、 感激す ると、 僧 月 照と 

相 抱いて 入水した ことな ど、 思い出される ではない か。 

戦争が 始まって いつしか 2 年た つた。 が 戦局 は 依然と して 振わなかった。 
そのうち 形勢に 重大な 変化が 生じた。 始めは、 国家の 存立 を 保た なけれ 

ば、 奴隸 問題 は 解決で きない 形勢であった。 ところが 今 は、 奴隸 問題 を 解決 

しなければ 国家の 存立が 保てな く なった ので ある。 

大局 を 観る に敏 なる リ ン カーンが、 この 機会 を 見の がす はずが なかつ 

た。 彼 は 若い ころから 熱心な 奴隸 解放 主義者だった。 これまで それ を 辛抱し 

ていたの は、 統一 国家 をつ くると いう 大目 的の ためだつ たにす ぎぬ。 今 その 

多年の 願望 を とげる 日が 来たの だ。 

1862 年 9 月 22 日、 リ ン カーン はついに、 奴隸 解放の 大 宣言 を 発表した。 

そして 翌年の 元旦、 その 効力 発生の 日に いった。 

「わし は 生涯に おいて、 この 文書に 署名す る ほど、 正しい こと をして い 

ると いう 確信に みちた こと はない。 わ しの 名が も しなが く 後世に のこ る こと 

が あると すれば、 それ はこの 宣言書の ためであろう」 

事実、 彼 は 今 もな お "奴隸 解放の 父" として、 世界に 記憶され ている。 
それから 後、 南北戦争に 最後の 勝利 を うるまでの リ ン カーンの 苦心 は、 

いまさら 説く まで も あるまい。 南北戦争に 勝った にしろ、 勝たなかった にし 

ろ、 リンカーン は 歴史上の 偉人で ある。 今にいた るまで、 これほど 世界の 人 

に 愛せられ、 敬せられ ている 偉人 はすくない。 世界で いちばん よく 読まれて 

いる 本 は、 聖書に ついで は 、リンカーン 伝で あると いわれる。 なぜで ある 力、。 
こ こ で 最後に 西郷 と の 対比で 終 りたい。 

"敬 天 愛人" または "則天去私" といって、 好んで 篇額 などに その 文字 を 
しるした の は西郷 であった。 リンカーンの 偉大 さも、 やはり そこに あつたと 
I、 う。 

二人とも、 いつまで たっても 大きな 赤ん坊の ように、 そこなわれぬ 天真 
らんまん さ を もっていた。 なんの かざり もない、 自然 児 そのままの 姿で、 私 
心と いう もの を 毛 ほど ももたなかった。 そう して 純真け がれの ない 心で 天 を 
敬い、 赤 児の ごとき 心です ベての 人 を 愛した。 
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西郷 はまた 「世の中に、 地位 も 名誉 も 金 も いらぬと いう 男 ほど、 厄介な 
もの はない」 といった。 西郷も リンカーン も、 そういう 男だった。 

もとよ り 西郷は どこまでも 西郷 であり、 リ ン カーン はあく まで リ ンカ— 
ン である。 二人の あいだ は、 厳としてお かすべからざる 個性が ある。 

し 力、 し、 もし 西郷 をして 当時 アメリカの 大 平原に 生れし め、 キリスト教 
精神の なかに 育てたならば、 リ ン カーンの よ うな 人物に なった ので は ある ま 
いか。 また リンカーン をして、 幕末の 日本に 生れし め、 禅学 をお さめし めた 
ならば、 大西郷の ような 人物が できた ので は あるまい か。 （了） 


教科書に あらわれた リンカーン 

—— 日米 文化 交渉 史の 一齣 —— 

唐 沢 富太郎 

序 

日本の 国民の 戦前に おける 国際的 知識 は、 その 国家主義 的な 教育の 結果 
極めて 狭く 限られた もので あり、 且つ、 偏した ものであった。 日本と 一番 交 
渉の 深かった ァメ リ 力に 関する 知識 も、 ョ 一口 ッパ 諸国に 比して 粗雑で あり、 
確固と した 観念 を 持って いなかった というの が 実情であった。 この 中に あつ 
て、 特に リンカーン は、 明治 以来、 日本の 国民に 親しまれ、 愛されて 来た 人 
物であって t ァメ リ 力の 偉人に ついて 質問され た 日本人 は 十中八九 までが、 
リンカーンの 名 を あげる のが 常であった。 これ は、 リンカ— ン 自身が、 真に 
偉大であった ことに 由る こと は 勿論で あるが、 日本の 国民に これ だけ 親しま 
れ たという ことに は、 国定 »斗 書に と り あげられ たという 事実が 大きな 力と 

なって いる。 すなわち リンカ— ンは、 日本の 明治 37 年 （1904) 以後 使用 さ 
れた 国定 第 1 期 教科書、 大正 7 年 （1918) 以後 使用され た 国定 第 3 期 教科書、 
昭和 8 年 （1933) 以後 使用され た 国定 第 4 期 教科書 （ただし 高等 小学校 用敎 
科 書） と 戦後の 検定教科書に とりあげられて いるので ある。 しかし この 教科 
書に とりあげられた リンカーンの 取扱い 方 は、 戦前の 国家主義 的、 軍国主義. 
的な 教育の ために、 故意に 歪曲され ていたり、 リンカーンの 真面目で ある デ 
モク ラシ— の 精神 を 教えた 点 を 隠して いるな どの 日本的な 偏向が あるので あ 
り、 » 斗 書に あらわれた リンカーン を 見る ことによって、 逆に 当時の 日本 <^ 


教育の 意図 を 理解す る こと も 出来る ので ある。 つぎに その 具体的な 事実に つ 
いて 若干 考察して 見よ う。 

(1) 戦前の 国定 教科書に あらわれた リ ン カーン 

リ ン カーンが 国定 教科書に 現われた の は、 国定 第 1 期 （明治 37 年 以前 
使用） の 修身 教科書で あり、 当時の 小学校 8 年間に あらわれた 西洋人の 中で 
は、 フランクリン （6 課） に 次いで 5 課に わたって あらわれ ている。 それ は 
丸太小屋の 「勉学」 (高 二、 11, 12 課） を はじめ、 「正直」 （高 二、 13 課) 「同 
情」 （高 二、 14 課） の 徳目の ほか、 有名な 南北戦争 における 黒人 奴隸の 解放 
を 「人身の 自由」 の 題目で もって、 次の よ うに 紹介して いる。 
十五、 人身の 自由 
その後、 リン コル ンは 弁護士と なり、 また、 国会議員に 選挙せられ、 
黒人が 奴隸 としてつ か はるる こと を あはれ み、 つねに、 黒人の ために 尽 
力したり き。 そのころ、 北部 諸 州に て は、 奴隸を 解放す べしとの 論、 さ 
かんに なりし が、 南部 諸 州 は、 かたく、 これ を こばみて、 議論、 二つに、 
わかれたり。 リン コル ンは、 あまねく、 諸 州 を めぐりて、 熱心に、 奴隸 
を 解放す べしと 説きたり。 

やがて、 リン コ ルンの 人望、 大いに 加 はり、 西暦 1860 年に、 大統 
領に 選挙せられ しが、 南部 諸 州 は 合衆国より、 わかれて 独立 せんとし、 
兵器、 要塞 等 を 占領せ しょり、 南北戦争 となり、 5 箇 年間の 長き にわた 
りて、 つ ひに、 北 軍の 勝利と なれり。 リン コル ンは、 この 戦争 中に、 奴 
隸 解放 令 を 出して、 400 万の 奴隸 を、 一時に 解放せ しかば、 黒人 はこれ 
におよ ばず、 他の 人々 も、 リン コ ルンの 英断と 恩 徳とを 称したり。 すべ 
て 人身の 自由 を 束縛し、 人身 を 売買す るが ごとき は、 はなはだ、 悪しき 
ことなれば、 何人に 対しても、 この 心得 を 忘るべからず。 （高 二、  23 〜 
24 頁） 

この 国定 第 1 期の 修身 教科書 は、 英人 ピークに も 称 護され た 程、 近代的 
な 内容 を 持った もので あつたが、 ここで リンカーンが、 「人身の 自由」 の 教材 
として 教えられ たこと は 特に 意義深い ことで ある。 というの は、 近代化した 
といっても、 極めて 封建的な 考え方が 多く 残って いた 戦前の 日本に おいて、 
基本的人権 について 教えた 教材 は、 この 教材 を 除いて、 その後、 ついに あら 
われなかった からで ある。 リンカーン 自身 は、 その後 も 教科書に とりあげら 
れ たが、 この 「人身の 自由」 を 教えた 輝し い 真面目 は、 国民に は 再び 教えら 
れなカ 、つたので ある。 


国定 第 1 期の 修身 »f 書に と り あげられた リ ン カーン は、 国定 第 2 期の 
修身 教科書 （明治 43 年 以後 使用） になる と、 急に 姿を消して しまって いる。 
すなわち、 1 期に おいて は、 5 課に わたって と り あげられた にもかかわらず 
2 期に は 全然 とりあげられて いないの である。 この こと は、 外の 西洋人に つ 
いても 同様の 傾向 を 示して おり、 たとえば、 フランクリン は、 1 期の 7 課 か 
ら 3 課に 減じ ヮ シン ト ンは、 1 期の 3 課から 1 課に 減少して いるので ある。 
このように、 二期 修身 » 斗 書に リンカーンが とりあげられなかった の は、 西 
洋 人の 人物の 後退 と 関連す る ものであるが、 こ の 西洋人の 教材 を 意識的に 減 
少 させた 意図に ついては、 1 期 修身 »斗 書から、 2 期 修身 »f 書が 成立して 
来る 時代 的 背景 を 考慮し なければ 理解 出来ない ので ある。 すなわち、 1 期修 
身 教科書が 使用され 始めた 頃 （明治 37 年頃） よ り、 日本の 国家主義、 軍国 
主義 的 傾向が 漸次 高ま り、 それが 明治 37,  38 年の 日露戦争 を 契機と して、 
著しく 高潮し、 同時に これに 対する 社会主義、 平和主義 的 傾向の 反発 も 激化 
する 徴候 を 示した。 そこで 戍申 詔書、 幸徳 秋水 事件な どに 見られる ような 一 
連の 反動 政策が 上からの 権力に よって 強行され る こ と になる ので あ るが、 こ 
の リンカ— ンの 削除 も、 こ う した 反動的な 明治 政府の 教育 政策の 現われと し 
て 理解され るので ある。 

家族 国家 倫理に 基づき、 忠君愛国 を 強調し、 国民 を ひたすら 政府の 意図 
する 臣民にまで 育てよ う と した 時代に あって は、 「人身の 自由」 を 説く よ う な 
近代的 精神の 所有者で ある リ ン カーン は欽迎 されなかった ので ある。 そして 
その代りに、 二宮 金 次郎が 改めて この 時期に は、 国定 第 1 期の 4 課から 7 課 
に 増大す る に 至つ ている ので ある。 

やがて 大正 7 年 以前に あ ら われた 大正 デモ クラシ— 期の 第 3 期の 国定 教 
科 書に ついて 見る と、 国語の 教科書に おいて リ ン カーンが 再び 登場す るよ う 
になって いる こと は 注目すべき 点で ある。 第 11 春， 22 課に は 「リンカーン 
の 苦学と して 次の よ う に 紹介され ている。 

第二 十二 課 リンカーンの 苦学 
ァ メ リ 力 合衆国 第 十六 代の 大統領 リンカ— ンは、 今 か ら百 年余 り 前、 

ゲン タツ キ —州の 片田舎の 貧しい家に 生れた。 

リ ン カーンが 7 才の 時、 一家 はィ ン ディ アナ 州に 移った が、 さ しあ 

た り 家が な く て はな ら ぬので 父 は 自分で 木 を 切 出 して 小さ な 衆 を 造つ 

た。 それ は 三方が 丸太の 壁で、 一方 は 明け はなしに なって ゐて、 戸 も 窓 

も 床 もない ものであった。 家が 出来てから 次に 土地 を 開きに か \ つた。 
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リ ン カーン は 其の 頃から も う 父の 手 助 をし なければ ならなかった。 父が 
木 を 伐れば 自分 は 雑草 を かり 取る、 父が 昌を 打てば 自分 は 種 を まく とい 
ふ 風に かひが ひしく 働いて ゐた。 

一家の 暮 し 向 は 誠に あはれ な もので、 食物な ども 自由 に は 得 られ ず、 
時には 生の じ やがい も しか 食 はれない こと もあった。 か う いふ 有様で あ 

つたから リ ン カーン は 10 才 頃まで は 本 を 読む ことな ど は 殆ど 出来な か 

つた。 唯 通りが かりの 旅人から 珍しい 話 を 聞いて は、 僅かに 心 を なぐさ 
めて ゐた。 

かう して ゐる うちに、 知識 を 得たい とい ふ 彼の 欲望 は 益く 強くな り、 
父に 対して 是非 学校に 入れて もら ひたいと 願った けれども、 父 は 学校へ 
行って 時間 をつ ぶす よ り も 畠に 出て 働いた 方が よいと いって、 なかなか 
許して くれなかった。 ところが 母のと りなし で 終に 学校に 入る ことが 出 
来たので、 リンカーンの 喜 は 一通りでなかった。 学校 は四哩 余り も 離れ 
てゐ たが、 路の遠 いのは 少しもい と はず、 毎日 毎日 元気よ く 通学した。 
鉛筆 や 紙 も 自由に は 買へ なかった から、 家で 算術の 練習 をす るに は、 木 
の シャベルと 炭 を 用 ひた。 シャベルが 数字で 真黒に なると、 それ を ふい 
て は 又 書く 。 大事な こと は 拾 ひ 集めた 木片な どに 書 止めて 忘れない やう 
にしておく。 カづ いふ 心掛 であった から、 成績 は 何時も 優等であった。 

しか しせつ か く 始めた 学校 通 ひ も 、 家事の ために 僅か 1 年 足らずで 
止めねば なら なくなった。 それから は 又 父の 手 助 をしたり、 人に やと は 
れた りする こと になった が、 本 を 読みたい とい ふ 心 は 少しも 変ら なかつ 
た。 ところが 家に 書物がない ばかりでなく、 近くに 図書館 もない ので、 
どうしても 人から 借りて 読む 外はなかった。 熱心な リンカ— ンは、 書物 
を 持って ゐる 人の 所に は 遠近 を 問 はず 借りに 行った。 さう して 其の 本の 
内容が すっかり わかって しま ふまで は 何度でも 読む。 かう して イソ ップ 
物語 や 口 ビン ソン • クル一 ソ —や 合衆国 史等を 読んだ。 

或 時 近辺の 人から ヮ シン ト ン伝を 借りた こ とが ある。 リ ン カーン は 
かねがね 此の 偉人 を 非常にし たって ゐ たので、 鬼の 首で も 取った 気にな 
つて 一心に 読 続けた。 昼の 仕事の 合間に 読む の は 勿論、 夜 は 床に 就いて 
から 灯が 尽きる まで 読む。 灯が 尽きる と 翌朝す ぐ 手に 取れる やうに、 ま 
くらもとの 壁 際に 置く。 ところが 或 夜、 夜中に 激しい 雨が 降った ことが 
ある。 リンカ一 ン がふと 目を覚 した 時 はもう 遅かった。 壁の すき 間 を も 
つた 雨の ために、 本が すっかり ぬれて ゐ たので、 子供心に も 大変 心配し 


て、 其の 夜 はと う と う 眠れなかった。 翌朝 貸して くれた 人の 家に 行って 
事情 を 述べ、 

「辨 しゃう する ことが 出来ません から、 其の 代りに 何 か 仕事 を させ 
て 下さい。」 

と 願った。 其の 人 は gfj にと がめ もせず、 願に 任せて 三日間 島の 芋 を とら 
せ、 さう して 本 は 其の ま k リンカーン にやった。 リンカーン は 其の 本 を 
ていねいに 乾かして、 其の後 何度も 何度も 読 返して ゐる うちに、 此の 偉 
人の 品性に 深く 感化され た。 

リ ン カーン は 父の 手 助 をして 忠実に 働く と共に、 非常な 熱心と 努力 
と を もって 勉強 を 続けた。 彼が 他日 大統領と なり、 世界の 偉人と して 万 
人に 仰がれる や う になった の は 実に 此の 少年 時代の 苦心の た まもので あ 
る。 

このように 第 3 期の 国定 教科書に おいて は、 二 課で は あるが、 しかし 相 
当 長文の 国語の 教材と して 取上げられ、 当時 この 科 書 を 使用した 世代に も 
多大の 影響 を 与えた。 

し 力、 し、 大正 デモ クラシ— 期と は 言え、 すでに 明治 後期に 高潮した 国家 
主義 的な 思想 は、 深く 時代の 底流と してあった から、 国定 第 1 期 » 斗 書の リ 
ン カーンの よ うに 「人身の 自由」 という ような 社会的な デモ クラシ一 はつい 
に 教えられず、 ただ 「苦学」 「誠実」 という 極めて 個人主義 的な もので 終ら 
ざる を 得なかった ので ある。 この こと 自身、 大正 デモクラシーが、 ついに 社 
会 的な デモ クラシ— に 至らずに 色褪せて 行った 運命と 相応ず る も ので あつ 
て、 大正 期の デモ ク ラ シ 一の 限界 を 如実に 示して いるもの とい う こ とが 出来 
よ う。 

次 に 昭和 8 年 以後に あらわれた 国定 4 期 教科書 について 見る と、 既に 昭 
和 初期からの 超国家主義、 軍国主義 思潮が 強く 教育 内容に 反映して いた 故 も 
あって、 リンカーンに ついては、 小学校 6 年間の 教科書に は 取り扱われ てい 
ない。 ただ 僅かに 高等 小学校の 一年の 修身 教科書に おいて、 第 21 課 「公正」 
第 22 課 「寛容」 にあら われて いるので ある。 

ところ 力、;、 これが 昭和 16 年 （1941) 以後の 国民学校 時代に なると、 軍 
畤 教科書の よ う な 性格 すら 帯び 始めて いた 国定 5 期 教科書が あらわれ たが、 
そこで は リンカ一 ンは 全然 あらわれて いないの である。 そして、 これ は y ン 
カーンの みならず、 西洋人 全体につ いても 言える ことで、 僅かに ベ —トーべ 
ユン （ドイツ） ガリ レイ （イタリー） の 二人 を 除いて は、 すべて 姿を消して 


いるので ある。 これ は 太平洋戦争 勃発と 共に、 敵性国家の 人物 を排擊 すると 
いう 狭い 国家主義に とらわれた 教育 政策の あらわれ であり、 これら 西洋の 近 
代 精神 を 担って いた 偉人の 代りに、 軍人が 多く 登場して 皇国 民の 鍊成、 臣民 
教育が 強力に 進められて 行った ので ある。 

以上 は、 戦前の 教科書に あらわれた リンカーンの 取り扱い であるが、 要 
する に、 リンカーン 力、 S 日本の 教育の 国家主義 的 軍国主義 的 傾向の ために 日 
本 的に 偏向され て 数えられ ていた ことが 明らかに 看取され るので ある。 

(2) 戦後の 検定 »斗 書に あらわれた リ ン カーン 
戦後の 日本の 教育 は、 デモ クラシ一 を 基調と する ものに なり、 新しく 創 
設 された 社会科で は、 この 民主的 人間の 育成 を 目指す こと を 明示す るよ う に 
なった。 こ う した 民主主義 教育の 教材と して、 リ ン カーン は、 どの 検定 斗 
書に も 取り扱われ ている。 たとえば、 中学校 用 社 翁 斗 検定教科書の 18 社 発 
行の 18 冊 （昭和 30 年度 使用） をと つて 検討して 見る と、 すべての »f 書 
に 必ず 教えられ ている のが、 この リンカーン であり、 それ は リンカーンの 民 
主 主義 精神 を 伝える 「人民の、 人民に よる、 人民の ための 政治」 という 言葉 
とともに 教えられて いるので ある。 なお 参考までに リ ン カーンに つづく もの 
として は、 18 冊 中、 16 冊に 登場して いる 人物 は、 エンゲル （エンゲル 係数 
として）、 福 沢 論吉、 ノレ ソ一 であり、 15 冊に 登場して いるの 力、 S カントで ある。 
以下、 ァ リスト テレス （13 冊） ウィルソン （13 冊） ルーズべ ル ト （12 冊） 
キリスト （12 冊） という 順序であって、 これら を 見ても 、リンカーン 力、 S い 
かに 戦後の 民主主義 教育の 理想的 人間像 として 重視され ている かが 理 解され 
るので ある。 さらに 最近の 道徳教育の 復活に 際しても、 基本的人権 や 民主 主 
義を 理解させる ために、 リンカーンの 伝記に 取材した 「黒人の 父」 と 言った 
教材 も 道徳 副読本 や、 道徳教育 用の 教授 資枓 書に と り あげられ ている。 

このように、 戦後の リンカーンの 取扱いの 特色 は、 戦前の » 斗 書が、 リ 
ン カーンの 個人的 徳目 「誠実」 「正直」 「勤勉」 など を 主として 説いた のに I 
して、 リンカーンの 真骨頂で ある 人間愛 （ヒューマニズム） と 民主主義の 精 
神と いう 観点が 主と なって いる ことであろう。 

以上が、 曰 本の 教科書に あらわれた リ ン カーンの 取扱いの 大略で ある 力、 
それ は 要するに、 曰 本の 民主主義 的 精神の 盛衰と 運命 を 共に していた という 
ことが 出来よ う。 

曰 本人に とって、 リンカーン 力';、 アメリカ人の みならず、 世界の 偉人の 
中で も、 とりわけ 親しみ 深い ものである ことに ついては、 リンカーンの 持つ 


経歴 と 性格が 日 本人の 国民性に 適合す る もの を 持つ ていたと いう 点 も 見逃す 

ことの 出来ない ところで ある。 すなわち、 第 16 代 大統領 リンカーン は、 公 
明の 人で あり、 神 を 敬した 聖書 的な 人間の タイプに 属する 人物であった。 何 
人に 対しても 悪意 も をたず、 慈悲 深く、 その 精神 は 高い ヒューマニズム によ 
つて 貫かれて いた。 それ故に こ そ奴隸 解放と レ 、 う 偉業 を 完遂 し 得た こ と は 言 
う まで もない が、 なお 彼 はまた 丸太小屋から 生れた 信念 を 生涯 抱いて いた。 
ァメ リ 力の 独立と いう 大 革命 もこの 庶民 性に 支えられ たもので あり、 彼 はこ 
の 精神 を そのまま 身に つけた フロン ティ ァの 子であった という ことが 出来よ 
う。 そして これ 等の 精神主義、 人間愛、 庶民 性、 などが、 日本人の 国民性の 
中に も 色 濃く 見出される ものであるが 故に、 多くの 日本人から 親しみと 共感 
を 得る ことが 出来た ので ある。 これ を 日本人の 愛好す る 人物と 対比 すれば、 
誠実 さに おいて 乃 木 大将の それと、 人間愛に おいて 親鸞、 良 寛ら の それと、 庶 
民 的 英雄で あると いう 点に おいて は、 豊臣 秀吉の それと、 そして 悲劇 性と い 
う 点に おいて は、 源義 経、 乃 木 大将ら の それと 多分に 相 通ず る もの を 持って 
いると いう ことが 出来よう。 この 意味に おいて、 リンカーン は、 アメリカ人 
では ある けれども、 日本人に とって は、 極めて 身近 かな 人物と して 感じられ 
ている ので あり、 いわば、 リンカーン 力 S 日本人 化して 受け とられて いると 
言っても よい ほどの 親しみ を 持って いるので あり、 他の 西洋人に 比して、 こ 
れほ どま でに 深 く 日 本人の 心に 入って レ 、る もの も 他に 存 しないと 言っても 決 
して 過言で はない と 思う ので ある。 （了） 
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Our  reliance  is  in  the  love  of  liberty  which  God  has  planted 
in  our  bosoms.  Our  defense  is  in  the  preservation  of  the  spirit 
which  prizes  liberty  as  the  heritage  of  all  mon,  in  all  lands,  every- 
where. 

― Abraham  Lincoln 一 
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